
選定理由

　 県内では生育地・ 個体数と も 少ない。

概　 　 要

　 匍匐する茎は長く 這い、 と こ ろ どこ ろ で直立し た茎を出す。 直立茎は

分枝し て樹木状になる。 小枝の葉は線状披針形で全縁。 胞子嚢穂は小枝

の先に１ －２ 個頂生し 、 卵形で長さ ３ －1 0 mm、 径2 .5 －３ mmで下向

き につく 。

　 本州（ 伊豆諸島・ 伊豆半島・ 東海地方以西の暖地）・ 四国・ 九州・ 南

西諸島・ 小笠原に生育し 、 石川・ 富山・ 長野・ 神奈川・ 東北・ 北海道で

も 限ら れた場所に生育する。 世界の熱帯・ 亜熱帯に分布する。 やや湿っ

た向陽の地に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部では産地・ 個体数と も 若干多いが、 東部の分布は限ら れており 、

隠岐諸島での分布は知ら れていない。 池の土手や明るい斜面などに生育

するのが知ら れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,.東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ズスギ
ヒ カ ゲノ カ ズラ 科

Lyco p od iu m   ce rn u u m  L.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県下で個体数が少ない。

概　 　 要

　 山地林下に生じ る 夏緑性のシダで、 葉は高さ 2 5 －7 5 cm、 担葉体の

長さ は1 5 －3 5 cmで、 ふつう 葉の高さ の半分を こ え、 ほと んど 無毛。

栄養葉は無柄で３ －４ 羽状に細裂し 、 広い五角形状で基部は切形から や

や心形。 胞子穂は３ －４ 回羽状に分岐する。 北海道から 九州北部までの

各地に生育し 、 国外では北半球の温帯から 暖帯にかけてと 、 中南米に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐を含めた各地に産地が点在する 。 やや陰湿な山地の林床に生育す

る。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）
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ハナヤスリ 科

Bo trych iu m  virg in ian u m  ( L.) Sw .

準絶滅危惧
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準絶滅危惧
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選定理由

　 県下での生息地は少なく 、 稀である。

概　 　 要

　 高さ 8 －2 5 cmの葉を １ ～３ 枚出し 、 担葉体は長さ ２ －1 0 cm、 栄養

葉は長楕円形から 広卵径、 鋭頭から 鈍頭、 長さ １ －６ cm、 幅0 .7 －３

cm、 う すい緑色。 胞子穂は長さ ２ －4 .5 cmで鋭頭である。 本州（ 東北

地方南部） ～南西諸島の各地で路傍、 林下や集落内に見ら れ、 し ばし ば

群生する。 国外では熱帯から 暖帯の各地に広く 分布し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部の低地に生育する 場所がある。 全域での詳細は不明だが、

生育地は少ないも のと 考えら れる。 寺院・ 神社の境内や庭など身近な環

境に生育する。 隠岐に分布すると する報告も あるが、確認でき ていない。

存続を脅かす原因

　 除草剤散布。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

コ ヒ ロハハナヤスリ
ハナヤスリ 科

Op h io g lo ssu m  p etio la tu m  Hook.

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地が渓谷の岩場と 限定さ れ、 生育する環境が少なく 、 個体数も 多

く はない。

概　 　 要

　 渓流沿いの水し ぶき がかかる よ う な場所に生じ る 夏緑性のシダであ

り 、 ゼン マイ よ り 小型である。 栄養葉は同じ く ２ 回羽状複葉である が、

小羽片の形が細く 、 卵状楕円形である こ と 、 基部の形が切型に対し て、

鋭形から く さ び形であるこ と で区別でき る。 国内では北海道南部から 九

州東部にかけて広く 見ら れる。 日本の固有種である 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では、 隠岐諸島を除く 渓流沿いに見ら れるが、 と く に西部では比

較的生育地は多い。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 土砂堆積。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

準絶滅危惧（ N T ）

ヤシャ ゼンマイ
ゼンマイ 科

Osm u n d a  lan cea  Th un b .

絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 県内では生育地が少なく 、 個体群が限ら れている。

概　 　 要

　 岩上、 樹幹などに群生し 、 常緑性の小型のシダである。 葉身はう ちわ

形で長さ ７ －1 5 mmで胞子嚢群は葉縁につく 。 国内では北海道から 南

西諸島、 小笠原まで生育し 、 北部ではややまれのよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐を含めた県内各地に若干の生育地がある。 湿度の高い谷間などの

林下の岩上や樹幹に生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

準絶滅危惧（ N T ）

ウチワゴケ
コ ケシノ ブ科

Crep id o m an es m in u tu m  ( Bl.) K.Iw ats.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 個体数が少なく 、 日本海側での分布の北限と なる。

概　 　 要

　 常緑性で、 根茎は長く 匍匐し 、 葉柄は密に毛をつける。 葉は２ 回羽状

複生でかための黄緑色を し ている。 胞子嚢群は小葉の辺縁近く につく 。

本州（ 千葉県南部・ 伊豆諸島・ 伊豆半島から 西にかけての海岸沿い）・ 四国・

九州・ 南西諸島・ 小笠原で、 国外ではヒ マラ ヤ・ スリ ラ ンカ から ポリ ネ

シアにかけての旧世界の熱帯・ 亜熱帯に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで各地に点々と 分布し 、 日本海側での北限と なる。 西

部では生育地が点在するが、 東部ではき わめてまれである 。 海岸近く の

やや乾燥し た斜面や林床に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

イ シカ グマ
コ バノ イ シカ グマ科

M icro lep ia  strig o sa  ( Th u nb .) Presl

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
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選定理由

　 県内では自生地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 地上生または岩上生の常緑のシダで、 根茎は短く 斜上し 、 葉は三角状

広披針形で葉は薄く 、 鮮緑色、 ２ －３ 回羽状複生する 。 胞子嚢群は裂片

の辺縁から すこ し 内側に寄っ てつく 。本州（ 栃木県およ び中部地方以西）・

四国・ 九州で暖地の林下に生じ る 。 国外では中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の山地の陰湿な林下に若干の生育地が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

オオフ ジシダ
コ バノ イ シカ グマ科

M on ach o so ru m  f la ge l la re  ( M axim .ex M akin o ) Hayata

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 産地・ 個体数と も に少ない。 国内での自生の北限を 構成し ている。

概　 　 要

　 常緑性で、 根茎は短く 匍匐し 、 葉を密につけ、 葉は革質、 線状で長さ

1 5 －4 5 cm、 幅４ －８ mm程度である。 胞子嚢群は辺縁に近い葉裏の溝

に生じ る。 関東地方以西から 琉球にかけての暖地の山林中の岩上や樹幹

に着生する。 国外では朝鮮半島・ ヒ マラ ヤから マレ ーシアにかけて分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部や中部では比較的産地はあるが、 東部には非常に少ない。 隠岐で

の記録は丸山　 巖による 記載の島根県（ 1 9 6 0 ） が原記載と 考えら れる

が、 島根県大百科事典のタ キミ シダの項目では「 シシラ ン は出雲、 石見

両部に生育」 と の内容し かなく 不明な点が多い。 山地の林下の岩に群生

し て着生し ている 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂の堆積、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） タ キミ シダ、 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報開発局、 島根県大百科事典下巻、 山陰中央新報　 p .4 0
島根県（ 1 9 6 0 ） 1 .隠岐島・ 島根半島・ 三瓶山産植物目録、 島根県編　 国立公園候補地基本調査　 隠岐島・ 島根半島・ 三瓶山、 島根県　 1 3 0 -1 8 4
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

シシラ ン
イ ノ モト ソ ウ科

Vitta ria  f le xu o sa  Fee
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選定理由

　 県内では個体数が少なく 、 国内での分布の北限を形成し ている。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダで、 根茎は長く のび、 葉軸は赤褐色から 黒褐色で

光沢がある。 葉は単羽状で披針形から 長楕円状披針形。 胞子嚢群は裂片

の中肋近く につく 。 本州（ 石川県・ 千葉県以西）・ 四国・ 九州で渓流近

く の湿っ た岩上に生じ る。 国外では韓国（ 済州島） と 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部には点々と 産地が知ら れるが、 東部での分布は少ない。 陰湿な谷

部の湿っ た岩壁に群生する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂の堆積。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤田達也（ 2 0 2 4 ） 島根県雲南市大東町にてホウビシダを 確認， 島根植物研究会会報4 6 ::5
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ホウビシダ
チャ センシダ科

Asp len iu m  h o n d o en se  M u rakam i e t H atan aka

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダであり 、 葉を叢生する。 葉身は２ －３ 回羽状複生

し 、 広披針形から 長楕円形で、 下部の羽片がやや短く なる。 胞子嚢群は

裂片に１ －３ 個互いに接近し てつく 。 本州（ 東北地方南部以西）・ 四国・

九州で明るい山野や路傍の岩上や石垣上に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 以前は東部の川沿いの岩角地の岩上に生育し ているのが知ら れていた

だけであっ たが、 近年は石垣やコ ンク リ ート 崖での生育が知ら れるよう

になり 、 県内に1 0 箇所程度の産地が報告さ れている 。 場所によ っ ては

コ ンク リ ート の崖に群生し ていると こ ろ も ある。 胞子が飛来し 、 生育適

地と し て繁殖し たと の印象をも つ。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

コ バノ ヒ ノ キシダ
チャ センシダ科

Asp len iu m  sa re l i i  H ook.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生育地が少なく 、 国内での分布の北限を形成し ている。

概　 　 要

　 常緑性で根茎は斜上し 、葉を叢生する。 葉身は単羽状複生で広披針形、

濃緑色。 葉質は厚く 、 軟ら かい。 羽片は1 0 －2 0 対で披針形でやや鎌状

になる。 胞子嚢は線形で長い。 本州（ 伊豆半島・ 東海以西）・ 四国・ 九

州に分布し 、 山林中の比較的湿っ た地上やまれに岩上に生じ る。 国外で

は、 朝鮮半島・ 台湾・ 中国・ イ ン ド シナと フ ィ リ ピン に産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部に数ヵ 所群生地が知ら れて いる。 林下の土壌のやや堆積し た

湿っ た斜面に生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 5 ） 益田市に自生する シダ植物(６ )， 島根植物研究会会報８ :1 4
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ク ルマシダ
チャ センシダ科

Asp len iu m  w rig h ti i Ea to n  ex Hook.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 産地が限ら れ、 国内での分布の北限を形成し ている 。

概　 　 要

　 常緑性で、 根茎は太く 、 斜上から 横走し 、 葉を叢生する。 葉身は狭長

楕円形から 卵状披針形で２ 回羽状中裂する。 胞子嚢は羽片の裂片の中肋

に沿っ て並ぶ。 紀伊半島から 中国地方西部・ 四国・ 九州の平地から 低山

地のやや乾燥し た林下に生じ る。 国外では韓国（ 済州島）・ 台湾・ 中国・

ビルマ・ イ ン ド シナに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部にいく つかの産地が知ら れており 、 低地のやや乾燥し た林下に稀

に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

オオカ グマ
シシガシラ 科

Woo dw a rd ia  jap o n ica  ( L.f il.) Sm .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 産地・ 個体数と も に多く ない。

概　 　 要

　 夏緑性で、 全体にみずみずし い印象をう ける。 根茎は直立し 、 葉を叢

生する。 葉柄は緑色またはやや紫かかり 、 葉身は卵形から 楕円形で３ 回

羽状に複生する。 羽辺は斜めにつき 、 柄が長い。 胞子嚢群は中肋近く に

つき 、 鉤形のも のが多い。 本州（ 関東地方以西）・ 四国・ 九州に分布し 、

山地の川沿いの多湿な林床に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 産地は西部の山地に限ら れ、 川沿いの杉林林床などの陰湿な地に点々

と 確認さ れる。 県下では生育時、 葉軸が紫色を帯びずに緑色のままのダ

ンド イ ヌ ワラ ビA .fra n g u lu m  f.v ir id e  Sa .K u ra ta と よばれる型が多い。

東部での報告も あるが、 確認でき た標本はいずれも 他の種に該当するも

のであっ た。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ヤコ イ ヌ ワラ ビ
メ シダ科

Ath yriu m  f ran g u lu m  Tag aw a

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 産地が少なく 、 と ても 希少である。

概　 　 要

　 夏緑性で根茎は這う 。 葉柄は淡緑色でわずかに赤紫色を帯びる。 葉身

は三角状から 楕円形で３ 回羽状深裂する。 裂片は長楕円形胞子嚢群は長

楕円形から 線形で、 裂片の中肋と 辺縁の中間生。 本州・ 四国・ 九州に点

在し 、 山地の湿っ た林中の林床に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山中に1 ヵ 所産地が知ら れている 。 冷温帯林下に生育し 、 やや

群生し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハコ ネシケチシダ
メ シダ科

Co rn o p teris ch risten sen ian a  ( Ko id z.) Tag aw a

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生育地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 夏緑性のシダ植物で、 根茎は太く 、 斜上し 、 匍匐枝を出す。 葉は基部

から 叢生し 、 葉柄は1 0 ー4 0 cm 、 ワラ 色、 葉身は5 角形に近い長楕円状

卵形で、 長さ 2 0 ー6 0 cm 、 幅1 5 ー3 5 cmで3 回羽状深裂～全裂。 中軸

や羽片に薄い鱗片がある。 羽片には短い柄がある か無柄。 小羽片は長楕

円状披針形。 裂片は幅2 ー4 cmで先が尾状にのびる 長い芒がある。 胞子

嚢群は裂片の中肋と 辺縁の中間につく 。 国内では北海道から 九州する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで分布し ている。 中国山地沿いのブナ帯の林下にまれ

に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

シラ ネワラ ビ
オシダ科

Dryop te ris  exp an sa  ( C.Presl) Freser-Jen k.et Jerm y　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 低地の社寺林などの森林がよく 保存さ れた環境に残存する植物で、 そ

のよう な環境はあまり 残さ れていないこ と から 、 生育地が少なく 、 希少

な植物である 。

概　 　 要

　 ベニシダに似た常緑のシダで、 小羽片が線状披針形から 線形で細く 、

多少鎌状に曲がる。 胞子嚢群は小型でやや密生し てつく 。 ベニシダは３

倍体無融合生殖であるが、 ハチジョ ウベニシダは二倍体有性生殖種であ

る。 神奈川県南部・ 伊豆半島・ 伊豆諸島に知ら れていたが、 九州南部に

知ら れ、 島根県に分布するこ と が気づかれてから 、 日本海側での自生が

注意さ れるよ う になっ た。 現在は山口県から 福井県まで分布が知ら れて

いる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島や東部の沿岸域においては各地に生育が知ら れている。 中部

や西部でも 形態から こ れに相当する個体も 見ら れるが、 胞子数の確認等

十分な検証が行われていない状況である。 丘陵域の保存状態のよい社寺

林などの照葉樹林下に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 下草刈り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハチジョ ウベニシダ
オシダ科

Dryop te ris ca u d ip in n a  N akai

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地は少なく 、 また個体数も わずかである。

概　 　 要

　 常緑のシダ植物で、 根茎は斜上する。 葉柄や中軸の鱗片は暗褐色でま

ばら につく 。 葉身は卵状長楕円形で幅がせまく 、 小羽片は大き いも のは

中裂する。 葉質は厚い紙質で、 胞子嚢群は中肋より から やや辺縁より と

つき 方は様々である。包膜は全縁。国内では（ 宮城県・ 千葉県以西）・ 四国・

九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 生息地は少なく 、 また個体数も わずかである。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

ギフ ベニシダ
オシダ科

Dryop te ris k in k ien sis Ko idz. ex Tagaw a

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地は少なく 、 また個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 夏緑性のシ ダ植物で、 根茎は短く 横走する。 葉柄は葉身よ り 短く 、

2 0 ー5 0 cm。 狭披針形から 長卵形で先の尖る 茶褐色から 濃褐色の鱗片

を まばら につける 。 葉身は楕円状卵形から 長楕円形で、 2 回羽状深裂か

ら 全裂し 、 長さ 5 0 ー8 0 cm、 幅2 0 ー2 5 cmになる。 羽片は線状披針形

で幅2 ー3 cmで基部は切形、 短い柄があり 、 羽状に深裂から 全裂する。

裂片は長楕円状披針形で鈍頭から 円頭。 葉質はやや厚い紙質で、 胞子嚢

群は裂片の中肋より を1 列に並び、包膜は全縁。国内では北海道・ 本州（ 北

から 中国地方北東部まで）、 四国と 宮崎県でも わずかに報告さ れている。

国外では朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ ソ ビエト 東部に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部で生育が見ら れ、 中国山地の稜線や、 近く の斜面などの林下に生

育し ている。 県内での生育は本州での南西限界と なる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ヤマベニシダ
オシダ科

Dryop te ris m on tico la  ( M akin o )  C.Ch r.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内では産地が少なく 、個体数も 多く ない。 また生息環境が限定さ れ、

環境が変化し やすく 絶滅が心配さ れる立地に生育する 。

概　 　 要

　 夏緑性のシダで根茎は短く 直立し 、 葉を叢生する。 葉柄は短く 、 葉身

は大き いも のは1 m近く なり 、 単羽状複生で、 倒披針形。 羽片は線形か

ら 線状披針形で、 下部のも のはし だいに小さ く なり 、 最下のも のは2 ー

4 cmまでになる 。 また表面では葉脈の溝ははっ き り く ぼんでいる 。 胞

子嚢群は葉身の先端部につき、 裂片の中肋寄り に1 ー2 列に並んでつく 。

国内では北海道から 九州の明るい湿地に生育し 、 朝鮮半島や中国に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで報告さ れている。 山域の湿原やため池周辺部での生

育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 乾燥化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

タ ニヘゴ
オシダ科

Dryop te ris to kyo en sis ( M akin o )  C.Ch r.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地が限ら れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダで、 根茎は長く 這う 。 葉は倒卵形で先端に近いと

こ ろ の幅が最大になり 、 暗緑色。 胞子嚢群は長楕円形から 線形で葉の上

半部で中肋に近く 、 ほぼ平行し てつく 。 北海道から 屋久島にかけて広く

分布するが北ではまれのよう である。 深山の岩上に生じ る。 国外では朝

鮮半島・ 台湾・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の丘陵域から 山域にかけて産地は点在する 。 林中の岩上

に生育し 、 と き に群生し て広く 広がる こ と も ある。 また、 島後に生育し

ていたと する情報がある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ サジラ ン
ウラ ボシ科

Loxo g ram m e g ram m ito id es ( Bak.) C.Ch r.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 産地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 非常に小型のシダで、根茎は長く 、コ ケの間を匍匐し 、葉身は長さ 1 .5

－７ cmの小型の葉を つける。 両面は褐色の毛を つけ、 深緑色。 胞子嚢

群は裂片の裏面に広がる。 北海道から 九州にかけての各地で、 山中の岩

上や樹幹につき 、湿っ たコ ケの中にある。 国外ではシベリ ア東部と 中国・

朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含め、 東部から 西部の丘陵域から 山域に点在し て見ら

れるが、 特に西部のブナの樹幹では比較的多く 確認さ れる 。 空中湿度の

高い場所の岩上や樹幹にコ ケに混じ っ て生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

カ ラ ク サシダ
ウラ ボシ科

Pleu ro so rio p sis m akin o i  ( M axim .ex M akin o ) Fom in

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 夏に落葉する冬緑性のシダで、 根茎は長く 伸びる。 葉身は広披針形か

ら 卵状長楕円形で側列片は1 5 －2 5 対あり 、 葉質は厚く 、 やわら かい。

表はまばら に裏面はやや密に開出毛がある。 胞子嚢群は中肋近く につき

大き い。 本州（ 富山県・ 関東地方西部以西）・ 四国・ 九州で低山地の樹

幹や岩上に着生し 、 暖地に多い。 国外では中国南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の丘陵域の樹幹や岩上に着生し ているのが知ら れる。 西

部や中部では産地は点在し ている が、 東部では稀と なる。 隠岐（ 島後）

での生育も 報告さ れ、 標本も ある。

存続を脅かす原因

　 特徴的な姿から 観賞用に採集さ れる 場合も 多いと 考えら れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 8 1 ）「 日本のシダ植物図鑑２ 」 6 4 8 pp .東京大学出版会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

アオネカ ズラ
ウラ ボシ科

Po lyp o d iu m  n ip o n icu m  M ett.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内では限ら れた場所に生育し 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑針葉樹で樹高は3 0 ー3 5 ｍになるが、 成長は遅い。 樹皮は暗灰色

や暗赤褐色で粗く 裂け、 成長する と う ろ こ 状に剥がれ落ちる。 若い枝は

褐色で有毛。 葉は青みを 帯びた緑色で、 長さ 3 cmの針状で短枝に5 個ず

つ束になっ て生える。 花は5 ー6 月で同じ 株に雄花と 雌花は別につける。

球果は2 年目の秋に熟し 、 大き さ は3 ー5 cmの卵形で、 緑から 茶色にか

わる。 種子は大き さ １ cmほど で2 ー1 0 mmほど の翼を も つ。 ま た、 冬

芽の先端が尖る。 分布と し て、 本州中部以南、 四国、 九州の山地の尾根

筋や急斜面に生育する。 変種関係にある キタ ゴヨ ウv a r .pen ta phy lla は

中部以北に分布し 、 全体に大き く 葉が5 ー6 cm、 球果が6 ー8 cmになる。

また、 冬芽の先が丸い。 さ ら に毬果の鱗片がヒ メ コ マツは乾いても 内側

に曲っ たままなのに対し 、 キタ ゴヨ ウでは完全に開く と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 西部に生育し ている 。 山地の岩場ややせた尾根などに

生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ::1 -4 9 　 三瓶自然館， 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ コ マツ
マツ科

Pin u s p a rvi f lo ra  S ieb o ld  et Zu cc. var. p a rvif lo ra

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 本来は

より 北方の寒冷地に分布する植物であるため、分布的に稀な種でも ある。

概　 　 要

　 山地に生える 常緑高木の針葉樹である。 大き なも のでは高さ 約3 0 m、

直径約1 mを 越える。 樹冠は円錐形で、 樹皮は赤褐色で 薄く はがれる。

葉は鱗片状で十字対生する。 ヒ ノ キに似ているが、 より 厚みがあり 表裏

の区別が明ら かなこ と 、 葉裏に灰白色の気孔群があるこ と などの違いが

ある。 雌雄同株で花期は5 月、 小枝の先に花をつける。 材は建築、 船舶、

家具、 器具などに用いら れ、 木曽五木のひと つと さ れる。 別名ネズコ と

呼ばれる。 本州、 四国に分布するが、 中部地方以北に多い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） と 県東部（ 出雲市） で確認

さ れている。 生育環境は、 隠岐島後では山地の露岩地や、 海岸沿いの岩

角地などである。 県東部では主に稜線沿いや山中に生育し ている。 隠岐

島前の西ノ 島町の山中でも 少数あっ たと さ れるが、 現在は見ら れないよ

う である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫・ 深谷　 治・ 八幡浩二・ 野辺一寛（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島における 北方系植物数種の分布について. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 3 7 -4 3 .
大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロベ
ヒ ノ キ科

Th u ja  stan d ish ii  ( Gordon )  Carr.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 常緑針葉樹で高さ 2 0 ｍ、 径１ ｍ以上の大木になる 樹種。 樹皮は灰褐

色～褐色で縦に裂け、 薄皮が細長く はげる。 葉は線形で長さ 2 ー3 cm、

幅2 ー3 mm、 先端は鋭く と がり 、 硬い。 雌雄異株と さ れ、 花期は春で、

種子は翌年の秋に熟れる。 種子は緑色の仮種皮に包まれて、 後に紫褐色

に熟れる。 材はき わめて有用であり 、 碁盤、 将棋盤に利用さ れてよく 知

ら れる樹種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町、知夫村）、県東部（ 松

江市、 出雲市）、 県中部（ 美郷町）、 県西部（ 浜田市、 吉賀町） の山地の

一部に存在する。 山地の尾根筋や露岩状の痩せた土地に生育する。

存続を脅かす原因

　 生育地での樹林伐開や、 樹木の伐倒。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

カ ヤ
イ チイ 科

To rreya  n u ci fe ra  ( L.)  S ieb o ld  e t Zu cc.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 全国的には普通種であるが、 県内では溜池の管理不足や河川の改修に

よっ て自生地が減少し ている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼、 溜池、 水路などに生育する抽水植物。 根茎は太い海

綿質で葉柄痕が目立ち、先端部から 葉を展開する。異形葉を持ち、沈水（ 水

中） 葉は膜質で淡緑色、 浮葉と 気中葉は肉質で光沢がある。 黄色の花は

直径５ ー７ cm、 球形の果実は水中で結実・ 裂開し 、 仮種皮に被われた

径５ mmほどの種子を分散する。 流水中では沈水葉だけの群落を形成す

るこ と がある 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 溜池及び小河川。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足と 河川改修による コ ンク リ ート

化。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
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選定理由

　 県内での生育地は、 遷移によっ て消滅するこ と が多い。

概　 　 要

　 暖地の水湿地に生えるやや大型の多年草。地中に太い地下茎があっ て、

茎は高さ 5 0 ー1 0 0 cm。 長さ 5 ー1 5 cmの卵形―狭卵形の葉を互生する。

6 ー8 月に花が咲く 。 花序は総状で長さ 1 0 ー1 5 cmで、 茎の上部の葉に

対生するよう につく 。 開花期には花序がつく 茎の上部の葉は下半部が白

く なり 、 目立つ特徴である。 花は小さ く 、 両性だが花弁はない。 本州、

四国、 九州、 南西諸島から 中国、 フ ィ リ ピンにかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めて東部から 西部の低地から 丘陵域にかけて点々と

生育が報告さ れている。 多く は溜池の縁に生え、 群生する が、 近年では

休耕田が一時的な生育地と し て見ら れるこ と も ある。

　（ 松江市島根町多古沖泊、 松江市美保関町森山伊宗ヶ 谷、 松江市東出

雲町内馬、 松江市鹿島町手結、 益田市喜阿弥町、 隠岐郡都万村都万、 出

雲市西神西町、 松江市東忌部町、 松江市新庄町、 松江市玉湯町）

存続を脅かす原因

　 溜池の管理放棄、 休耕田などの生育地での遷移による環境変化。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 1 4 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ II） . 2 0 7 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
井上雅仁（ 編）（ 2 0 2 0 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ III） . 2 0 5 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
三浦憲人（ 2 0 2 0 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (5 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (2 3 ): 4 7 -5 1 .
松江の花図鑑http s ://ma tsue-ha na .c om/ha na /k a nok osou .h tm l# g oog le _ v ig ne tte

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハンゲショ ウ
ド ク ダミ 科

Sau ru ru s ch in en sis ( Lou r.)  Ba il l.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地林内、 林縁に生え る 常緑性の多年草。 植物体はほぼ卵形で長さ

1 0 cm、 幅５ cm前後の葉身を も つ葉を 数枚根生し て生える。 葉は長い

葉柄があっ て、 葉身の表面は、 さ まざまな雲紋があっ て特徴的である。

花は春に咲き 、 径２ cm弱の倒円錐状の萼筒から なる 花で、 萼筒の頭部

には６ 個の瘤状膨出部があるのが特徴である。 萼筒は白色で、 頭部で著

し く く びれて、 先に萼裂片と なり 、 裂片は３ 片で長さ １ cmばかり 、 紫

褐色である 。 本州（ 中国地方西部）・ 九州（ 北部）・ 四国（ 南西部） に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見西部の限ら れた区域にのみ生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地での環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ::1 -4 9 　 三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
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ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

て少数である 。

概　 　 要

　 夏緑の低木。 葉は広倒卵形で長さ 、 幅共に1 0 cm前後であり 、 ３ 行脈

が顕著で、 ３ 中裂し て裂片の先は多く はするどく と がる こ と が特徴的で

ある。 花は早春、 葉が出る 前に咲く 。 花は前年枝の葉腋に芽に散形状

に黄色の小花を 数個ずつつける。 果実は秋に熟し 、 球形で直径約１ cm、

大き な種子が１ 個ある。 本州の中部以西、 四国、 九州に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は県西部（ 吉賀町） の西中国山地の一部で、 も と も と 太

平洋側分布のも ので山陰側に僅かに越し て分布し ている よ う にも 思え

る。 中国山地脊梁部の尾根筋に生える も のも あれば一部では渓流沿いに

生える個体群も ある。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

シロモジ
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Lin d era  tri lo b a  ( S iebo ld  et Zu cc.)  Blum e

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。 生

育地の中には分布北限地がある。

概　 　 要

　 山地に生える 常緑の木本。 葉は互生し 、 長楕円形で長さ 1 5 cm、 幅３

cm前後。 花は夏に咲き 、 枝先の葉腋に黄白色の花を つける。 雄花、 雌

花があり 、 果実は翌年の夏前に黒く 熟す。 本州（ 千葉県以西） から 琉球

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部～西部と と も に隠岐（ 島後） で見ら れる。 丘陵域の渓谷斜面に生

育するこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）
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ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県下でまれに生育は見ら れるが、 個体数はと ても 少ない。

概　 　 要

　 平地から 低山地の草地や林縁、 林中に生育する多年草で葉は通常1 枚

鳥足状に広がり 、 1 1 ー1 7 枚の狭倒卵形で鋭先頭。 全縁で深緑色。 花序

は葉より 下に位置し 、 仏炎苞の内面は特に暗紫色になる。 付属体は下部

で膨ら みし だいに細く なっ て先は長く 糸状に伸び、 長さ 6 0 cmになる。

北海道（ 日高・ 渡島）・ 本州・ 四国・ 九州（ 佐賀県） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部での生育が知ら れている。 丘陵地の林下や林縁に

まれに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
邑田　 仁（ 2 0 1 1 ）「 原色植物分類図鑑　 日本のテン ナンショ ウ」 2 6 5 pp .株式会社北隆館,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告４ ： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ウラ シマソ ウ
サト イ モ科

Arisaem a th u n b erg ii Blu m e su bsp. u rash im a  ( H .Hara)  H .Ohash i et J.M u rata

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内の生育環境は主に溜池に限ら れており 、 生育に適し た溜池が少な

い。

概　 　 要

　 北海道を除く 全国各地の水田、 水路、 溜池などの浅水中に生育する一

年生の沈水植物。 き わめて短い地下茎から 下方にひげ根を多数出すと と

も に薄い鮮緑色の葉を水中に根生する。 葉縁には細鋸歯がある。 葉の長

さ は1 0 cmから 水深の深い場所では１ mを 超すなど、 変化に富む。 かつ

ては普通の水田雑草であっ たが、 除草剤の使用などで減少し た全国的に

稀な種と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池を 中心に生育が確認さ れている。 県西部の溜池での記録

も ある。 生育地は主に水の澄んだ溜池であるが、 稀に水田や休耕田で生

育するこ と がある 。 近隣の鳥取県西部には水田においてスブタ の仲間が

記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
汐田達哉（ 2 0 2 2 ） 鳥取県米子市における セト ヤナギスブタ と マルミ スブタ の新産地． 水草研究会誌， 1 1 3 ： 4 7 -5 0 ．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．
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島根県固有評価
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選定理由

　 県東部を中心に新産地が見つかっ ているが、 年によ っ ては生育し ない

こ と も あり 、 生育状況は不安定である。

概　 　 要

　 全国各地の溜池や水田、 水路に生育する 一年生の沈水植物。 全体的

に細く 繊細な印象で、 全長1 0 ー3 0 cmほど。 葉は長さ １ ー２ cm、 幅約

0 .2 mmの糸状で、 ト リ ゲモ類の中でも っ と も 細い。 葉縁に細かい鋸歯

がある。 各節の葉腋に雄花１ つと 雌花２ つが並んでつき 、 果実は２ 個ず

つ並んででき るため、 他のト リ ゲモ類と 識別でき る。 種子は長楕円形で

長さ 約2 mm、 表面に縦に長い長方形の網目模様がある 。 かつては普通

の水田雑草であっ たが、 除草剤の使用などで減少し 、 全国的にまれな種

と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池や水田、 用水路に稀に生育する。 主に山間部の水田で確

認さ れているが、 時と し て平野部の水田地帯にも 埋土種子から 出現する

こ と がある。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水路のコ ンク リ ート 化。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

イ ト ト リ ゲモ
ト チカ ガミ 科

N a jas ja p o n ica  N akai

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県東部の河川や溜池に生育地が限ら れており 、 生育状況も 不安定であ

る。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼、 溜池、 水田、 水路などに生育する一年生の

沈水植物。 オオト リ ゲモよ り も 全体が小形で、 葉の長さ は1 ー2 cm。 類

似種のオオト リ ゲモと の確かな識別は、 雄花の葯室の数が1 室（ ト リ ゲ

モ） か、 4 室（ オオト リ ゲモ） かによ る。 また、 こ の2 種は近年の分類

学的研究で葉の表皮細胞の長さ による 差異（ ト リ ゲモが短い） での識別

方法も 見出さ れた。 県内では長ら く オオト リ ゲモと の識別の難し さ から

情報は不足し ていたが、 新産地の発見や過去にオオト リ ゲモと さ れてい

た産地に本種が含まれるこ と も わかっ てき た。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池や河川などでの生育が確認さ れている。 比較的水質の良

好な溜池や神社境内の池、 河川下流域に群生する。 神西湖の流入河川で

は数年にわたり 大規模な群落を形成し たこ と も あっ たが、 近年は環境変

化のため激減し た。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによ る 食害、 河川改修、

農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版, 東京．
緑川昭太郎 ・ 首藤光太郎 ・ 志賀 隆（ 2 0 2 0 ） ト リ ゲモ N a ja s  m in o r  と オオト リ ゲモ N . o g u ra e n s is  のさ く 葉標本の簡便な識別法． 植物地理・ 分類研究， 6 8  (2 )：  1 5 8 -1 5 9 ．
辻井要介・ 國井秀伸（ 2 0 1 6 ） 神西湖と その流入河川並びに用水路に生育する 水生植物の現況． ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 9 ： 1 8 3 -1 8 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ト リ ゲモ
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N a jas m in o r L.

情報不足
（ DD）
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（ DD）
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選定理由

　 県東部の溜池や河川に生育が限ら れている。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼、 溜池、 水田、 水路などに生育する一年生の

沈水植物。 細い水中茎が２ 叉状に分枝を繰り 返し 、 葉茎と も に硬いため

に水中では立体的な構造と なるが、 茎はも ろ く 容易に折れる。 葉身は線

形で長さ 2 ー4 cm、 幅0 .5 ー1 .5 mmで多数の鋸歯がある。 雌雄同株で雄

花は苞に包まれ葯は4 室。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池や河川での生育が確認さ れている。 比較的水質の良好な

溜池や河川下流域に群生する。 出雲市では流れの緩やかな河川下流域に

おいて大規模な群落を形成し たこ と も あっ た。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ）「 日本の水草」． 3 2 6 pp． 文一総合出版, 東京．
辻井要介・ 國井秀伸（ 2 0 1 6 ） 神西湖と その流入河川並びに用水路に生育する 水生植物の現況． ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 9 ： 1 8 3 -1 8 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

オオト リ ゲモ
ト チカ ガミ 科

N a jas o g u ra en sis M iki

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 こ れまで普通に見ら れた宍道湖あるいは宍道湖に流入する小河川でそ

の分布域が急激に減少し ている。

概　 　 要

　 北海道から 南西諸島まで広く 分布。 湖沼や河川、 水路に生育する多年

生の沈水あるいは浮葉植物で、 茎は円形、 葉は互生し 、 葉柄の長さ 1 ー

1 5 cm、 沈水葉の葉身は長さ ５ ー3 0 cm、 幅1 ー2 .5 cmの長楕円状線形

あるいは狭被針形で、 沈水葉の先端が芒状に細く 尖るのが特徴。 湖沼な

どの止水域や流れの緩やかな河川などでは浮葉を展開し 、 水面上に長さ

2 ー5 cmの花穂を 出す。 干上がっ た場所では陸生形と なり 、 冬季には地

下茎の先端に殖芽を形成し て越冬する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖及び宍道湖に流入する小河川。

存続を脅かす原因

　 宍道湖では塩分が上昇傾向にあるこ と 、 そし て小河川では人為的な刈

り 取り が原因と 思われる。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 1 9 8 4 ） ヒ ルムシロ 属同定の実際　 (2 )広葉性の沈水植物． 水草研会報, 1 6 ： 6 -1 1 ．
角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）
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Po tam o geto n  w rig h ti i  M o ron g

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

555555



選定理由

　 県下では生育地が少なく 、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 冷温帯から 暖温帯の林床に生える。 茎は高さ 2 0 ー4 0 cmになる。 葉

は2 枚根生し 、 長楕円形。 長さ 5 ー1 2 cm。 幅3 ー6 cm。 表面は光沢が

あり 、 縁は波状に縮れる。 花は8 ー9 月で淡緑色の花を5 ー1 0 個まばら

につける。 背萼片は5 ー6 mmで 広卵形、 側萼片は披針形で 少し 長く 湾

曲する。 側花弁は側萼片と 同長で、 三角状斜卵形。 唇弁は広卵形で鈍頭

で7 ー1 0 m mになる。 北海道から 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から の生育が報告さ れている。山域の林下や林縁に生育し ている。

生育し ている場合には群生するこ と も ある。 また、 中部の山域から の生

育も 聞いている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ジンバイ ソ ウ
ラ ン科

Pla ta n th era  f lo ren ti i Fran ch . et Sav.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内では全域に分布する植物であるが、 園芸上での採取等によっ て生

育地及び個体数は激減し ている。

概　 　 要

　 照葉樹の樹幹や、 時に岩上に着生する常緑の草本で、 植物体は長い着

生根を も ち、 短い茎に左右２ 列に葉を 互生し 、 株と なっ て草丈2 0 cm前

後になる。 葉は広線形で内側に折れ、 硬く 、 長さ 約1 0 cmで、 基部は鞘

と なっ ていて、 鞘の上部に関節がある。 初夏の頃に、 葉のも と から 長さ

1 0 cm前後の花茎を 出し 、 ５ 花程を総状に咲かせる。 国内では関東以西

から 四国、 九州、 南西諸島にかけての暖地に分布する。 花には芳香があ

り 、 古来より 栽培する人があっ て野生品が好まれて採取さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内には広く 生育地が点在し 、 神社、 仏閣の照葉樹古木等に着生がみ

ら れ、 主幹から 支幹さ ら に小枝にも 着いている。

存続を脅かす原因

　 着生樹木、 樹林の伐倒、 倒開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）
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Van d a  fa lca ta  ( Th un b .)  Beer
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原は、 管理放棄により 遷移が進行し 、 各地で減少し てい

る。

概　 　 要

　 山地や海岸沿いの草原に生える 多年草である。 草丈は花茎を伸ばすと

高さ 6 0 ー1 0 0 cmになる。 葉は長さ 3 0 ー5 0 cm、 幅2 ー4 cmと 、 幅の広

い剣状である。 花期は8 ー9 月で、 複数に分枝し た花茎の先に2 ー3 の花

を つける。 花は橙色で、 直径は3 ー4 cm、 花被片の内面に暗赤色の斑点

がある。 種子は直径約5 mmの黒色の球形で、 強い光沢がある 。 本州か

ら 琉球、 朝鮮半島、 中国、 東南アジア、 イ ンド に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 西ノ 島町）、 県東部（ 松江市、 出雲市）、

県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、 いずれも 海岸沿いの

明るく 開けた草原や露岩地である。 県中部の生育地は山麓の草原であっ

たが、 現在は確認でき ない。

存続を脅かす原因

　 草原の管理放棄や遷移の進行による 灌木化、 樹林化、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ オウギ
アヤメ 科

I ris d om estica  ( L.)  Go ldb la tt et M abb .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山間の路傍や草地に生える多年草である。 草丈は花茎を伸ばすと 高さ

5 0 ー7 0 cmになる。葉は細長く 、長さ 5 0 ー7 0 cm、幅1 0 ー1 5 mmである。

花期は7 ー8 月で、 花茎の頂部に複数の花を つける。 花被片は橙赤色で、

花は一重咲き である。 近縁のヤブカ ンゾウは、 花が八重咲き で、 花茎が

5 0 ー1 0 0 cmと 全体的に大ぶり である 。 原野に多いこ と から ノ カ ンゾウ

と いわれる。 本州から 琉球、 中国、 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市）、 県西部（ 浜田市） で確認さ れて

いるほか、 県中部（ 美郷町、 川本町、 邑南町） での確認情報も ある。 生

育環境は、 道路沿いで、 定期的に草刈り が行われている 明るく 開けた草

むら である。

存続を脅かす原因

　 草刈り の放棄による遷移の進行、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ノ カ ンゾウ
ワスレ グサ科

H em ero ca l l is f u lva  L. va r. d istich a  ( Donn  ex Ker Gaw l.)  M .H o tta

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生息地が少なく 、 個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 キツネノ カ ミ ソ リ の変種と さ れ、 山野の湿っ た林下などに生える多年

草で、 葉は春に出て、 帯状で長さ 4 0 ー5 0 cm、 幅1 0 ー1 5 mm。 先端は

鈍頭で、 キツ ネノ カ ミ ソ リ よ り ひと まわり 大き い。 花も 大き く 、 7 月に

咲き、 花被は長さ 7 ー9 cmと なる。 特にキツ ネノ カ ミ ソ リ に対し 、 花被

片が反り 返る こ と 、 花糸が突き 出て花被片よ り 長いこ と で区別でき る。

本州（ 関東以西） ～九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生育が見ら れる。山域の谷の斜面などに群生し て生育し ている。

隠岐（ 知夫里島） に生息すると の情報も ある。 鳥取県西部にも 分布する

ので、 詳細な調査が望まれる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県植物分布資料(2 9 )オオキツ ネノ カ ミ ソ リ Ly c o r is  sa n g u in e a  M a x im .v a r .k iu s h ia n a  Ma k in o  島根植物研究会会報1 1 ： 7 島根植物研究会
丹後亜興（ 2 0 2 0 ） 隠岐諸島新産の植物(1 3 )オオキツ ネノ カ ミ ソ リ 、 沖の文化財3 7 ： 5 9 -6 0 　 隠岐の島町教育委員会他

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

準絶滅危惧（ N T ）

オオキツネノ カ ミ ソ リ
ヒ ガンバナ科

Lyco ris san g u in e a  M axim . var. k iu sh ia n a  M akin o  ex T.Koyam a

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地や亜高山帯の林床に生える 多年草である。 長く 這う 根茎を も つ。

草丈は茎をのばすと 1 0 ー2 5 cmになる。 葉は茎に2 個が互生する 。 葉は

長さ 3 ー7 cmの卵心形で、 先はと がり 、 基部は深い心形になる。 花期は

5 ー7 月で、茎の上方に小さ な白い花を2 0 個前後つける。 果実は直径5 ー

7 mmの液果で、 赤色に熟す。 北海道から 九州、 朝鮮半島、 中国北東部、

シベリ ア東部、 サハリ ン、 千島、 カ ムチャ ッ カ 、 北アメ リ カ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町） で確認さ れている。 生育環境は、

標高の高い山地の夏緑広葉樹林の林床である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

マイ ヅルソ ウ
キジカ ク シ科

M aian th em u m  d i la ta tu m  ( A. W. Wood )  A. Nelson  et J. F. M acbr.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 将来において存続が心配さ れる。

概　 　 要

　 川や池の浅い水中に生える抽水植物で、 植物体は地中に分枝する地下

茎の先端に株を つく り 群生する。 葉は２ 列で数枚が高さ １ ｍ、 幅１ cm

前後で、 裏側に稜がある。 夏前に葉と ほぼ同長の花茎に少し ばかり の枝

を分け、その枝に球状の花序をつけて花が咲く 。 枝の下部には雌性花序、

上部に雄性花序がつく 。 雌性花序は熟し て径２ cm程の球形の集合果と

なる。 国内では北海道～九州に分布し 、 アジア・ ヨ ーロッ パ・ 北アフ リ

カ の温帯に広く 分布すると さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めて全域から の生育が報告さ れている 。 低地の溜池

や河川の流域に生育が見ら れたが、 遷移や河川改修な ど で見ら れなく

なっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 河川改修。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
角野康郎（ 1 9 9 6 ）「 日本水草図鑑」 1 7 9 pp .　 株式会社文一総合出版、 東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ク リ
ガマ科

Sp a rg an iu m  e rectu m  L.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はややまれであり 、 多く は生育地の環境変化による激

減が心配さ れる。

概　 　 要

　 川や池の浅い水中に生える 抽水植物の一種であり 、 地中に分枝する

地下茎の枝の先端に株を 作り 群生する。 葉は２ 列に数枚がついて草丈

5 0 cmばかり と なり 、 葉の幅は１ cmばかり で裏側に稜がある。 夏頃に

花が開く が、 葉と ほぼ同長の茎が伸び、 葉腋に球状の花序と し て多く の

小花がつく 。 下方に雌性花序、 上方に雄性花序が数個ずつつく 。 雌性花

序のう ち下部のも のは腋上性で、花序の柄は茎と 合着する特性があっ て、

茎の葉と 葉の中間あたり に花序がつく よう に見える。 本州の関東地方以

西、 四国、 九州から 南はイ ンド にまで分布域があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部から 中部の低地から 丘陵域にかけて生育が報告さ

れている。 多く はため池周辺に見ら れ、 まれに河川周辺のよどみなどの

流れの非常にゆる やかな場所でも 確認でき る。 各地でため池の管理放棄

のために個体数が激減し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 溜池の管理放棄、 河川改修。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
角野康郎（ 1 9 9 6 ）「 日本水草図鑑」 1 7 9 pp .　 株式会社文一総合出版、 東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマト ミ ク リ
ガマ科

Sp a rg an iu m  fa l la x Graebn .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであっ て、 個体群も 多く はない。

概　 　 要

　 川や池の浅い水中に生える抽水植物の一種であり 、 植物体は地中に分

枝する地下茎の枝の先端に株をつく り 群生する。 葉は線形で２ 列に数枚

が高さ 5 0 cmばかり に伸び、 幅は１ cmばかり で裏側に稜がある。 夏頃

に葉と ほぼ同長の高さ に茎が伸び、 葉腋に球状の頭状花序を１ 個ずつつ

けて花が咲く 。 下方の数個の花序は有柄で、 雌性花序である。 上方に無

柄の雄状花序がつく 。 本州から 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島にも 分布

するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部までの低地から 丘陵域に見ら れる。 多く は用水路などの

流れのある場所に見ら れるが、 まれにため池などにも 見ら れるこ と があ

る。 また、 島後に生育し ていたと の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 流路確保のための抜取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
角野康郎（ 1 9 9 6 ）「 日本水草図鑑」 1 7 9 pp .　 株式会社文一総合出版、 東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

ナガエミ ク リ
ガマ科

Sp a rg an iu m  ja p o n icu m  Ro th ert

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 東部の県内のやや海岸寄り の山地林内に生育地が点在する が、 昭和

6 0 年代頃より 生育地が消滅し たり 、 個体数が減少し ている。

概　 　 要

　 山地林内に生える多年草で株と なっ て、 草丈5 0 cmばかり と なる。 茎

の上部には長さ 2 0 cm、 幅５ mmばかり の葉身のある 白緑色の特徴ある

葉を 多く つける。 また下部には葉身のない葉がつく 。 花は夏前に咲き、

雌小穂は長さ ３ cm前後で柱状、 長い苞があり 、 果胞は倒卵形、 長さ ４

－５ mmで全体に銀白色の毛が密生する。国内では本州（ 関東南部以西）、

四国、 九州に生え、 朝鮮半島、 中国、 イ ンド にも あると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の沿岸域に稀な生育が見ら れる 。 沿岸域の林床や林縁に生えてい

る。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による樹林化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

サツマスゲ
カ ヤツリ グサ科

Carex l ig u la ta  Nees

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 海岸沿いの林内に生える常緑の多年草で、 葉はやや硬く 、 線形で長さ

2 0 －3 0 cm、 幅１ cmばかり で多数が根生し て株状と なる。 花は春早く

咲く 。稈は高さ 3 0 cmばかり で、小穂は４ ～５ 個で、頂小穂は雄性である。

雌小穂は長さ ３ cmばかり の柱状で、熟し て、帯白色である。 柱頭は２ 岐、

果実の頂部の附属体の基部は環状に肥厚する。 本州（ 静岡県・ 富山県以

西）・ 四国・ 九州に分布し 、 朝鮮半島にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島に生育地が知ら れている。 前回の報告で、「 石見部海岸にも

分布する と さ れる が、 明ら かではない。」 と さ れている がその資料が確

認でき ない。照葉樹二次林内に生えているが個体数はあまり 多く はない。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）

準絶滅危惧（ N T ）

キノ ク ニスゲ
カ ヤツリ グサ科

Carex m atsu m u ra e  Fran ch .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内では生育地が限ら れている 。

概　 　 要

　 汽水域の湿地に生える植物であり 、 植物体は地中の分枝する根茎から

長さ 5 0 cm、 時に１ ｍ、 幅は１ cm弱のやや緑白色の葉を 数枚つけた株

と し て生え、 群生する。 花は春早く 咲き 、 新葉が出る と 同時に花茎を出

し 、 下部に雌性花序２ ～３ 個、 上部に雄性花序を１ 個つける。 花序は伸

びて3 0 －5 0 cmばかり になる 。 果実は夏前には熟し 、 果胞は６ －７ mm

で、 こ の類では大き い方であり 、 よ く 目立つ。 国内では北海道・ 本州・

九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国東北部・ ウスリ ーの海岸域に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中海から 宍道湖にかけての水辺に生育地がある。 中海では群落

規模は小さ いがほぼ全域に生育地が点在する。 大橋川河口附近には優良

な規模の大き な群落がある。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 河川改修工事などの人為干渉。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
國井秀伸・ 今田直人（ 2 0 0 8 ） 島根県大橋川に生育する 湿生植物オオク グ（ Ca re x  ru g u lo sa  K ük en th） の保全生態学的研究， 4 ： 7 -1 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

オオク グ
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Carex ru g u lo sa  Kü ken th .
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選定理由

　 県内での生育地は海岸に点在するが、 いずれも 小面積で、 個体群も 小

さ いも のである。

概　 　 要

　 塩性湿地から 沿海地の湿地に生え、 草丈は1 0 0 ー2 0 0 cmになる 大形

の多年草。 葉は濃い緑で硬く 、 葉縁も 硬く 鋸歯状で強く ざら つく 。 花は

夏に咲き 、 葉より も 高く 花茎を伸ばし て、 上部の節ごと に多く の枝を分

けて房状に多数の小花を つける 。 小穂の鱗片は狭卵形で長さ 3 mm、 花

柱は3 岐、果実は広卵形で長さ 2 mm。 アジアの熱帯から 中国、南西諸島、

本州では関東以西、 能登半島以西に分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地は石見部から 出雲部の海岸に点在し て、 隠岐諸島の島

後に分布の北限がある。 海岸の岩棚の水湿地に生える。 出雲部では中海

にも 分布し 、 水辺から 浅い水中に生えて、 時にオオク グと 隣接し て見ら

れると こ ろ も ある 。 また、 島前の3 島に生育する と の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 波浪などによる 自然災害、 土地改変による生育地の破壊、 消滅。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ト モト ススキ（ シシキリ ガヤ）
カ ヤツリ グサ科

Clad iu m  ch in en se  Nees

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山際などの草地に生えるやや大型の多年草で株と し て生える。 根生葉

は長い柄があっ て、 葉身は5 0 cmばかり で広線形。 花は夏から 秋にかけ

て咲く 。稈は高さ １ ｍばかり で、稈の上部に枝を分けて、円錐状の花序に、

１ 列に小穂を つける。 小穂は長さ ４ mm程で、 １ 花から なる。 穎果は球

状、 長さ ３ mmばかり 。 国内では本州（ 中部以西）・ 四国・ 九州に分布し 、

朝鮮半島南部・ 台湾・ 中国中南部・ イ ンド 北東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部で生育が確認さ れている。 林縁の草地や崖地などに生えている。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 諸整備事業による生育地の破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

タ キキビ
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Ph aen o sp erm a  g lo b o su m  M u n ro
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準絶滅危惧
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選定理由

　 生育場所が限ら れており 、 開発が危ぶまれる。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼、 溜池、 水湿地に生育する 浮葉あるいは半抽

水の多年生植物。 茎は長い棹状で軟質。 順次枝を出し 、 上部は斜上ある

いは水面に浮かぶ。 節から 水中に根を出すが、 水位が低下し た場合には

泥中に根を伸ばす。 葉身は淡緑色で狭線形あるいは広線形、 長さ ３ ー６

cm、 幅2 .5 ー５ mmで、 縁はざら ついて先はと がる。 葉は互生し 、 長さ

約３ cmの筒状の葉鞘が茎を 抱く 。 花序は棹の先に単生する が基部は葉

鞘の中にと どまる。 総状花序の長さ は３ ー５ cmで筆状に見える。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池。

存続を脅かす原因

　 家庭雑排水の流入による生育地の有機汚濁及び溜池の護岸整備。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ウキシバ
イ ネ科

Pseu d o rap h is so rd id a  ( Thw aites)  S.M .Ph ill ip s et S.L.Ch en

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の明る い林床や林縁、 川岸や草原などに生える 小型の多年草であ

る。 草丈は花茎を 伸ばすと 1 0 ー2 0 cmにな る。 地中の塊茎から 複数の

根出葉を出す。 根出葉は長い柄があり 、 2 ー3 回3 出複葉で、 小葉はふつ

う 2 ー3 深裂する 。 花期は4 ー5 月で、 ひと つの塊茎から 複数の花茎を 出

す。 花茎の最下の葉は鱗片に退化し ない。 花は長さ 1 2 ー2 2 mmで、 紅

紫色～青紫色である。 島根県内で広く みら れるヤマエンゴサク は、 花が

青紫色で、塊茎から 出る花茎は1 本のみ、最下の1 葉は鱗片状に退化する。

本州（ 関東以西）、 四国、 九州、 中国、 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市）、 県中部（ 江津市）、 県西部（ 益田

市） で確認さ れている。 生育環境は、 夏緑広葉樹二次林などのやや明る

い林床で、 春先に光の当たり やすい場所である。

存続を脅かす原因

　 夏緑広葉樹林の手入れ不足による林床の常緑樹林化、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 2 イ ネ科～イ ラ ク サ科. 6 4 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ジロボウエンゴサク
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れている 。

概　 　 要

　 林床に生える多年草で、 地中に這う 根茎に数枚の根生葉をつけて、 草

丈は1 0 ー4 0 cm、 根出葉は三角形で ３ 小葉に裂けている 。 葉は秋の終

り に出て、 初夏には枯れる。 花は早春に咲き、 高さ 2 0 cm前後の花茎を

立て、 上部に３ 枚の茎葉を つけ、 その先に径３ cmばかり で淡紫色の花

を １ 個つける。 花は長楕円形の萼片1 0 枚程が花弁状と なる。 本州（ 近

畿地方以西）・ 四国・ 九州にかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部～西部にかけて生育地が点在する。 丘陵域の岩や小石の多い被陰

さ れた斜面下などに群生する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ユキワリ イ チゲ
キンポウゲ科

An em on e  ke iske an a  M axim

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 いずれも 狭い範囲である。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ は２ －３ ｍで株立ちする。 葉は互生し 、 卵円形で

長さ 1 0 cm 、 幅8 ー9 cm。 花は早春、 葉が出る 前に長さ ４ －５ cmの花

序を下垂し て1 0 個ばかり の黄花をつける。花序軸は無毛である。本州（ 中

部地方以西）・ 四国・ 九州・ 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部～西部の山域に点在し て見ら れる。 いずれも 夏緑広葉樹二次林か

ら なる山地の谷間から 谷頭にかけて見ら れ、 生育地によっ ては県道、 町

道が通り 、道路拡幅等による 個体群への影響、個体数減少が心配さ れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 各種工事等による生育地の直接破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

コ ウヤミ ズキ
マンサク 科

Co ry lo p sis g o to an a  M akin o

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 樹高2 0 ｍ前後の大木になる 常緑の木本。 葉は互生し 、 葉身が長さ ６

－７ cm、 幅３ cmばかり で 厚く 硬い。 花期は春で 葉腋から 出る 長さ ５

cmばかり の総状花序に両性花と 雄花を つける。 果実は広卵形で長さ 約

１ cm。 葉にはし ばし ば大き な虫癭が、 時に多く つき 、 果実と 間違う こ

と がある。 国内では本州（ 関東地方以西） ～琉球・ 韓国（ 済州島）・ 台湾・

中国（ 東部海岸・ 海南島） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部での生育が報告さ れている。 神社、仏閣の古い森の中や、

海岸近く のスダジイ 林及びウラ ジロガシ林内に混生する。 島根半島東部

に生育するも のは自生分布の北限と 考えら れ、 貴重である 。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）　

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

イ スノ キ
マンサク 科

D isty l iu m  ra cem o su m  Sieb . et Zu cc.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も き わめて僅かで

ある。

概　 　 要

　 岩の露出し た林内や林縁に生え る 夏緑性の多年草。 茎は高さ 2 0 －

5 0 cm。 葉は楕円形で長さ ５ cm、 幅３ cm前後で多肉質、 多く は３ －４

輪生する。 花は夏に咲き 、 茎頂部の複散房花序に黄白色の小花を多数つ

ける。 北海道～九州・ 朝鮮半島・ 中国・ シベリ ア東部・ サハリ ン・ 千島

列島・ カ ムチャ ツカ 半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部～中部と 隠岐に産地は点在する 。 やや被陰さ れた川沿いや林縁の

露岩地などに見ら れる。

存続を脅かす原因

　 岩場での遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ツバベンケイ ソ ウ
ベンケイ ソ ウ科

H ylo te le p h iu m  verticil la tu m  ( L.)  H . Oh ba

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は点在するが、 多く はない。 生育地での個体数は多い

と こ ろ も ある が、 ほと んどの生育地では限ら れている 。

概　 　 要

　 乾燥する 岩上に生え る 多肉質の植物で、 葉は長さ ４ －５ cm、 幅５

mmばかり の細長い形で多数が根生状に束生する。 花は秋に咲き 、 開花

株は高さ 2 0 cmばかり の花茎を 立てて、 穂状に白色の花を 多数、 密生し

て咲かせ、 果実形成後枯れる。 本州（ 関東地方以西） ～九州・ 朝鮮半島・

中国（ 東北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部の各地に点在し 、 露岩崖地、 岩峰に生える。 出雲市南部の

神戸川流域には多産する。 また、 西ノ 島町に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 園芸上での採取、 各種工事による生育地の破壊　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

ツメ レンゲ
ベンケイ ソ ウ科

Oro sta ch ys ja p o n icu s ( M axim .)  Berger

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 島根県固有の植物であり 、 生育地は狭い範囲に限ら れている。

概　 　 要

　 多く は岩上に生える 草丈2 0 cmばかり の夏緑性多年草。 植物体全体が

多肉質で、 茎は下部で分枝する 。 葉は長さ ２ －３ cm、 幅３ －４ mmの

針状披針形の葉を 多数互生し て、 株状をなす。 花は5 月に咲いて、 茎頂

の集散状の花序に径５ mmばかり の黄色の小花を多数つける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 島根県の固有種で出雲部の一部の狭い範囲に限ら れて存在する。 岩場

に生育するが、 やや有機質の堆積し た場所に根をはっ て生育する。 また

生育地ではコ ンク リ ート でも コ ケの生える立地では一緒に生育し ている

場合も ある。

存続を脅かす原因

　 園芸上での採取が考えら れる。 また、 各種工事による生育地の一部の

破壊、 個体群の消失、 一部では遷移によ る樹林化が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

オオメ ノ マンネングサ
ベンケイ ソ ウ科

Sed u m  ru p if ra g u m  Ko id z.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 落葉小高木で、 葉の葉柄は長さ ２ ー7 mm、 葉身は倒卵形または広倒

卵形で長さ 3 ー7 cm、 幅2 ー3 .5 cm、 左右やや不対称。 先端は尾状に伸

び、 鋭形の基部から ３ 脈が伸び、 中部以上に鋸歯がある 。 花は5 月に咲

き 、 雄花が若枝の基部に数個腋生し 、 花被片は4 個で、 楕円形または倒

卵長楕円形、長さ 3 mm。 雌花は腋生し 、雄蕊は退化し て花糸だけになる。

国内では本州（ 近畿以西）・ 四国・ 九州に生育し 、 朝鮮半島・ 中国・ 九

州にも 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部にかけて広く 生育が見ら れる。 丘陵域から 山域にかけて

の川沿いの斜面などにまれに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

コ バノ チョ ウセンエノ キ
アサ科

Celtis b io n d ii  Pam p . var. b io n d ii

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山野に生える 落葉高木で、 2 5 mになる も のも ある。 二年枝は紫褐色

で、 皮目が丸く 散生し 、 無毛。 葉は2 列互生し 、 倒広卵形で上部は3 ー

5 裂する のを 特徴と する が、 裂けないこ と も ある。 長さ 7 ー1 5 cm 、 幅

5 ー7 cmで、 表面は著し く ざ ら つく 。 花は4 ー6 月、 葉に先立っ て前年

枝の葉腋に多数束生し て咲く 。 花被は鐘形、 薄い紅色を し ており 、 長さ

5 mm、 5 ー6 裂する。 花糸は花被よ り 出て無毛。 翼果は5 ー7 月に熟し 、

円形または広楕円形で長さ 1 .5 ー2 cmになる。 国内では南千島・ 北海道・

本州・ 四国・ 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ 東シベリ ア・

カ ムチャ ツカ 半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部に生育が見ら れる。 山域の落葉広葉樹林内にまれに生育し

ているのが確認さ れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

オヒ ョ ウ
アサ科

U lm u s la cin ia ta  ( Trau tv.)  M ayr var. la cin ia ta

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 人為的影響や遷移によっ て安定し て生育でき る環境ではなく 、 個体数

の減少が心配さ れる。 他の自生地と は離れた分布を示すも ので、 自生の

北限と 考えら れる個体群である。

概　 　 要

　 暖地に生える 多年草で、 茎はまばら に分枝し 、 長く 地を はっ て つる

状になり 、 先は高さ 3 0 cmく ら いになる。 葉は対生し 披針形で長さ 3 ー

8 cm。 先は長く と がり 、 3 脈があり 、 側脈は先ま で 達する。 柄は長さ

1 ー3 mm。 花は9 ー1 0 月で 雌雄同株。 球形の花序が葉腋につく 。 雄花

被片は5 個で５ 雄蕊がある。 痩果は黒色でつやがあり 、長さ 1 mmと なる。

国内では本州（ 静岡県・ 紀伊半島南部・ 中国地方）・ 屋久島・ 種子島か

ら 南西諸島に生育し 、 中国（ 中南部）・ 台湾・ 東南アジア・ イ ン ド に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部で生育が見ら れる。 谷部の湿地に群生し ており 、 他の地域と 離れ

た分布域を 示すも ので、 江の川の下流域に点々と 見ら れる も のである。

こ の生育は江の川の上流部の広島県では非常にまれのよう である。また、

太田川流域にも 若干生育するよう である。

存続を脅かす原因

　 刈り 取り 、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま改訂検討委員会（ 2 0 1 2 ） 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物（ 第３ 版） 6 3 3 pp .　 広島県
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ツルマオ
イ ラ ク サ科

Go n o steg ia  h irta  ( Blu m e)  M iq .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はやや限ら れていて、 生育地での個体数は少ない。

概　 　 要

　 山中谷間に生え、 茎のも と の方は木質と なる 半低木で高さ 2 0 ー4 0 に

なる。 茎には白色の短毛が密に生え、 葉は楕円形で長さ 約５ cm、 先は

尾状にと がり 、互生する 。 花は春に咲き 、雌雄同株と さ れる植物であり 、

雄花序は集散状、 雌花序は球状に小花をつけるが目立たない。 本州（ 関

東以西） ～琉球・ 中国・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の海岸寄り の照葉樹林域内で谷間等の陰湿な地に生育地

が点在する。 東部にかけて産地が少なく なり 島根半島東部の生育地は北

限と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

キミ ズ
イ ラ ク サ科

Pe ll io n ia  sca b ra  Ben th .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 人為的影響を受けやすい場所に生育

する。

概　 　 要

　 陰地に生える １ 年草で、 草丈は５ －1 0 cm程の小型の柔かい植物で

ある。 葉は卵円形で長さ ５ －1 0 mmで対生する。 花は春から 秋に咲き、

雌花と 雄花が混生し て頭状花序を なし て葉腋につく 。 雌花被片は２ 枚、

雄花被片は４ 枚ある。 本州（ 関西以西） から 琉球・ 朝鮮半島・ 中国・ マ

レ ーシア・ イ ン ド ・ ハワイ ・ ガラ パゴス諸島に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部に知ら れ、 低地の林縁や谷部に見ら れる。 また、 陰地の崖や、 集

落の用水路の縁や、 石塔などに生える も のも ある。 隠岐（ 島後） に分布

すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 民家周辺での清掃活動などによる生育地の破壊、 生育地の乾燥。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

コ ケミ ズ
イ ラ ク サ科

Pilea  p ep lo id e s  ( Gau d ich .)  Hook. e t Arn .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 個体数も き わめて少ないも

のである。

概　 　 要

　 夏緑低木で、 葉は互生し 、 三角状広卵形、 長さ ５ cm、 幅３ cm前後、

大小欠刻状で、 重鋸歯縁が特徴的で目立つ。 花は直径4 ー5 mmの小花、

白色で散房花序に多く つける 。

　 国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州に分布し 、 国外では朝鮮半島、

中国大陸と 、 広い範囲に分布する植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 出雲市）、県中部（ 邑南町）、県西部（ 益田市、

吉賀町） など、 き わめてまれである。 県東部と 県中部の生育地は、 川岸

岩崖から 河川敷岩上で、 僅かな個体が知ら れている。 県西部は西中国山

地の岩崖や河川沿いに数株が生育し ているだけの状態である。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移による樹林化による消滅が心配さ れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

コ ゴメ ウツギ
バラ 科

N e il l ia  in cisa  ( Th un b .)  S.H .Oh

ー
情報不足
（ DD）
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（ N T）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

569569

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 生息地も 個体数も 少なく 、 環境の変化で絶えてし まう 危険性がある。

概　 　 要

　 やや湿っ た林縁などに生える多年草で、 茎は細く 、 分枝する。 茎は斜

上し たのち、 傾伏し 、 伸長し て節から 根を出し ながら 伸びる。 葉は３ 出

複葉で長い柄があり 、 小歯は薄く 、 ほぼ無柄または短柄があり 、 倒卵形

から 楕円形、 長さ 0 .5 ー1 .5 cm、 幅0 .4 ー1 .5 cmで、 鈍頭から 円頭。 縁

に葉牙状鋸歯がある。 表面は無毛で、 裏面はわずかに帯白色で 脈状に

圧着し た毛が生える。 葉柄は0 .5 ー2 cm、 托葉は披針形から 卵形で長さ

7 mmになる。 花は4 ー8 月で、 単生し 、 径6 ー8 mm、 萼片は狭卵形、 鋭

頭、 副萼片は披針形から 長楕円形で萼片と 同長と なる。 花弁は黄色で、

広倒卵形から 倒卵形で長さ 3 mmで、 先端はわずかにく ぼむ。 痩果は広

卵形で褐色になる。 北海道･本州・ 四国に分布し 、 極東ロシア・ 朝鮮半島・

中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部と 西部から 報告さ れている。 詳細は不明だが、 山域の林下や林縁

に生育し ていたも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県植物分布資料(2 8 )ヒ メ ヘビ イ チゴ　 Poten tilla  c en tig ra ta  M a x im . 島根植物研究会会報1 0 :6 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ ヘビイ チゴ
バラ 科

Po ten til la  cen tig ra n a  M axim .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、生育地での個体数はき わめて少ない。

概　 　 要

　 樹高2 0 cmを 越す大木と なる 夏緑性木本。 成木の樹皮は暗紫褐色で

横に長い皮目を も つ。 葉は長さ ２ cm前後の葉柄があっ て、 葉柄上部

に腺があり 、 葉身は楕円形で基部が切形、 ま たはすこ し く ぼみ、 長さ

1 0 cm、 幅６ －７ cm、 単鋸歯だが一部２ 重鋸歯と なる。 花は春に咲き、

多く は葉が出る 前に葉腋の部分に散形状に数花を咲かせる。 花は大き く

径４ cmばかり になる。 北海道から 本州、 四国に分布する が、 本州では

近畿以西ではまれと なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島と 東部の中国山地沿いにまれに見ら れる。 多く は夏緑樹二次

林内にあっ て、 コ ナラ 、 ミ ズナラ 等の夏緑樹と 混生し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

オオヤマザク ラ（ エゾヤマザク ラ ）
バラ 科

Pru n u s sa rg en tii  Rehd er

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生育がまれであり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 落葉高木で 高さ 2 0 mにな る。 若い枝は暗灰褐色で やや光沢があり 、

軟毛が生える 。葉柄は長さ 2 ー2 .7 cmで葉身は長楕円形から 狭倒卵形で、

長さ 3 .3 ー8 .8 cm、 幅1 .8 ー4 .5 cm、 先端は鋭尖形、 基部は広いく さ び

形で1 対に蜜腺がある 。 側脈は1 0 ー1 4 対で、 表面には軟毛を 散生し 、

裏面には脈にそっ て開出毛を やや密に生じ る。 花は3 ー4 月、 葉よ り 先

に開き 、 花序に2 ー5 つける 。 花柄は1 ー1 .4 cm、 花床筒は短い筒形で

赤紫色で膨ら む、 と も に開出毛を密生する。 花弁は楕円形または倒卵形

で淡紅色。 長さ 1 0 ー1 2 mm ,雄蕊は1 8 ー2 7 本で花糸に毛はない。 果実

は球形で計9 mm、6 月には熟し 、黒色になる。 本州・ 四国・ 九州に分布し 、

朝鮮半島南部・ 済州島に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育が見ら れる。 丘陵域から 山域の川沿いの斜面な

どにまれな生育が見ら れる。 また、 隠岐（ 島後、 西ノ 島） に生育すると

の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

エド ヒ ガン
バラ 科

Pru n u s sp a ch ian a  ( Lava l. ex H .Otto )  Kitam . f. a scen d en s ( M akin o )  Kitam .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 遷移や人為的影響を受けやすいと こ ろ に生

育するため個体数の減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 海辺の林縁な ど に生える 低木で、 2 mほど になる。 茎はよ く 分枝し 、

円柱形、と げななく 、軟毛と 線毛が生える。 葉は卵状円形で基部は心形、

花は茎の先端に集散花序に数個の花をつける。 花は径2 .5 ー3 cm、 萼片

は狭卵形でやや尾状の鋭尖頭、 長さ 3 mm、 花弁は白色で卵状円形、 縁

は波打ち、長さ 幅と も に1 1 ー1 3 mm。果実は球形で黄色から 橙色と なる。

本州（ 青森県以南）・ 四国・ 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国に分布する

と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 西ノ 島） と 東部・ 中部での生育が確認さ れている 。 沿岸部の林

縁などにまれな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

カ ジイ チゴ
バラ 科

Ru bu s trif id u s Th u nb .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、生育地によっ ては個体数が激減し て、

生育地が消滅する危険性がある。

概　 　 要

　 夏緑性の高さ ３ ｍ程になる低木で、 葉は奇数羽状複葉で７ ～９ 対の小

葉を対生し 、 上部は大型で、 下部のも のは小型と なる ので全体は倒卵形

と なり 、 長さ 2 0 cm、 幅1 0 cm程。 葉に大型で宿在性の托葉が１ 対ある

こ と が特徴である。 花は春に咲き 、 枝先き に５ －６ cmの長さ の花序を

出し 、 1 0 花ばかり の小花をつける。 果実は楕円形で長さ 約１ cm。 赤く

熟れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地に稀に見ら れ、 露岩状地などの不安定な立地に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 遷移による環境変化によ っ て生育個体が消滅するこ と も あ

る。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

準絶滅危惧（ N T ）

ナンキンナナカ マド
バラ 科

So rb u s g ra ci l is  ( Sieb . et Zu cc.)  C. Koch

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 個体数が激減し つつある。

概　 　 要

　 高さ １ ｍ程の夏緑の低木。 葉は多く は卵形で、 長さ 3 ー4 cm、 幅1 ー

2 cmで互生する 。 花は初夏の頃に咲き 、 今年枝の先端に複散房状の花

序に淡紅色から 濃紅色の小花を 多数つけ、 時に美し い。 国内では本州、

四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国にも 分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町、海士町、知夫村）、

県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 大田市） に生育地があるが、 まれである。

明る い夏緑二次林内や林縁、 山地草原、 山中路傍の草地など に生える。

生育地によっ てはその場の遷移による 環境変化によっ て個体が消滅し つ

つある状態も 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 山地草原の樹林化などの遷移による 環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

シモツケ
バラ 科

Sp irae a  ja p o n ica  L.f . va r. ja p o n ica

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

572572

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地はかなり 限ら れていて、 いずれも 狭い範囲のも のであ

る。

概　 　 要

　 水湿地に生える 樹高2 0 ｍ、 幹径3 0 cm前後に生長する 夏緑の広葉樹

である 。 葉は長楕円形から 広楕円形で、 長さ 7 ー8 cm、 幅4 ー5 cmで互

生し 、 表面の脈は裏側にく ぼみ、 裏面の脈は隆起する 。 花は早春、 葉の

出る前に雄花序は枝の先に５ 個程を下垂し て咲き 、 雌花序はそのも と に

３ ～５ 個つけて咲く 。 ハンノ キと よく 似ているが、 成木の樹皮は灰白色

で、 ほと んど平滑であり 、 縦に裂けるハンノ キと はかなり 異なる特徴で

ある。 国内では東北地方南部以西の本州と 九州の一部に分布し 、 中国南

東部に分布がつながるも のと さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 益田市） の谷間の水湿地にのみ知

ら れている。

存続を脅かす原因

　 水湿地の遷移による乾燥立地化、 埋め立てによる土地造成などが考え

ら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

サク ラ バハンノ キ
カ バノ キ科

Aln u s tra b e cu lo sa  Han d .-M azz.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生え る 落葉高木で、 1 0 ー1 5 mにな る。 小枝は黄灰色を 帯び

る。 葉は1 ー2 cmの葉柄があり 、葉身は卵状楕円形から 卵形で、長さ 7 ー

1 4 cm、 幅4 ー7 cm、 先端は急鋭尖頭で、 やや尾状に伸び、 基部は心形。

短い芒状になる 多数の鋸歯がある、 側脈は1 5 ー2 3 対と なる。 花は4 ー

5 月こ ろ 、 雌雄別々の尾状花序を つける 。 雄花序は前年枝に側生し 、 雄

蕊は4 ー8 本、雌花序は新枝に頂生し 、花被は広鐘形で縁は浅く ４ 裂する。

果実はやや扁平な卵状楕円形で長さ 5 mmになる。 国内では北海道から

九州に見ら れる が西に行く ほど少なく なる。 国外では朝鮮半島・ 中国・

ウスリ ーに産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 生育が報告さ れている。 山域の澤などの斜面にまれに生育し

ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

サワシバ
カ バノ キ科

Carp in u s co rd a ta  Blum e var. co rd a ta

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は石見地方西部にのみ知ら れていて、 生育地での個体

数も 限ら れたも のである。

概　 　 要

　 常緑で、 樹高1 0 数ｍになり 、 樹皮は灰白色で、 ほと んど平滑である。

新梢は緑色で、 葉は長さ 1 0 cm 、 幅３ －５ cmばかり の楕円形で、 互生

する。 年間を通じ て、 一部の葉が紅色を帯びて紅葉状態のも のがみら れ

るのが特徴的である。 雌雄異株で、 花は初夏の頃に咲き 、 前年枝の葉腋

につく 総状花序に淡黄緑色の目立たない小花をつける。国内では本州（ 紀

伊半島・ 中国地方西部）・ 四国・ 九州・ 琉球に分布し 、 台湾・ 中国にも

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に点々と 見ら れ、 丘陵域の社寺林等の照葉樹林内や林縁に生育す

る。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

コ バンモチ
ホルト ノ キ科

Ela eo ca rp u s ja p o n icu s S ieb . et Zu cc.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地のやや明る い林内や林縁などに生える 多年草である 。 草丈は5 ー

1 0 cmで、 地上茎を も たない。 地下茎は短く 、 そこ から 葉を 根生する。

葉は長さ 4 ー7 cm、 複葉で3 全裂し 、 裂片がさ ら に3 回掌状～羽状に全

裂または3 深裂する。 花期は3 ー5 月で、 直径は1 .5 ー2 cm、 白色～淡紅

紫色である。 本州（ 秋田県以南）、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、雲南市、飯南町）、県中部（ 大田市）

で確認さ れている 。 生育環境は、 夏緑広葉樹林の林内のう ち、 明るい林

床や林縁である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 雑木林の手入れ不足による林内の常緑広葉樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

松江市史編集委員会（ 2 0 1 9 ） 松江市史 史料編1 「 自然環境・ 原始・ 古代」 . 6 5 0 pp . 松江市. 島根.
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ゴスミ レ
スミ レ 科

Vio la  ch aero p h y l lo id es  ( Regel)  W.Becker var. sieb o ld ia n a  ( M axim .)  M akin o

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林内や林縁に生え る 多年草で ある 。 草丈は5 ー1 5 cmになり 、

地上茎はも たない。 地下茎は短く 、そこ から 葉を 根生する。 葉は長さ 5 ー

9 cmの複葉で、 3 全裂し 、 さ ら に中裂する。 花のあと には、 葉は長さ

1 0 ー1 5 cmと 、さ ら に大型になる。花期は3 ー5 月、花の直径は2 ー2 .5 cm

で、淡紅紫色である。 花弁の縁は波状と なり 、側弁の基部には毛がある。

複葉のスミ レ は、 本種と ヒ ゴスミ レ など少数である。 本州、 四国、 九州

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市、 吉賀町） で確認さ れている。 生育

環境は、 山地の夏緑広葉樹林の林内で、 やや明るい林床である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 雑木林の手入れ不足による林内の常緑広葉樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

エイ ザンスミ レ
スミ レ 科

Vio la  e izan en sis ( M akin o )  M akin o  var. e iza n en sis

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原は、 管理放棄により 遷移が進行し 、 各地で減少し てい

る。

概　 　 要

　 丘陵地や山地などのやや明るい林内や開けた草原などに生える多年草

である。 草丈は5 ー1 5 cmになる 。 地上茎を も つが、 花期には地上茎は

短く 、無茎のよう にみえる 。 短い地下茎をも ち 、そこ から 根出葉を出す。

葉身は長さ 1 ー3 cmで、 円心形～心形で ある。 花期は3 ー5 月で、 花の

大き さ は直径1 .5 ー2 cm、 青紫色～濃赤紫色で、 中心は白色である。 花

茎にはふつう 白い短毛がある。 し ばし ば芳香があり 、 名の由来と なっ て

いる。 北海道（ 道南）、 本州、 四国、 九州、 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、

火入れや草刈り により 維持さ れている、 山麓の明るく 開けた草原内であ

る。

存続を脅かす原因

　 管理放棄や遷移の進行による草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ニオイ タ チツボスミ レ
スミ レ 科

Vio la  o b tu sa  ( M akin o )  M akin o

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生育地は少なく 、 環境が変化すればそれぞれの個体群が消滅する可能

性がある。

概　 　 要

　 無茎のスミ レ で、 地下茎が長く 伸び、 節間も 長く 伸びる。 こ のため広

く 群生するこ と がある。 葉は平開し 、 葉身は薄く 、 卵円形から 広卵心形

で先端は急に尖り 、 基部は深い心形、 表面は鮮緑色でやや光沢がある。

長さ は2 ー5 cmになる。葉柄は4 ー1 5 cmで花は4 ー5 月に咲く 。花は5 ー

1 0 cmの花茎の先に咲き 、 花弁は細く 白色で脈が紫色になり 、 長さ 9 ー

1 5 mm。 萼片は狭披針形で、付属体は２ 裂する。 花柱は虫頭状に膨ら み、

柱頭は短く 突き 出る。 本州（ 関東地方から 中国地方）・ 四国・ 九州の太

平洋側の山地に分布し 、 ブナ帯で見かける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が報告さ れている。 山域の谷の斜面や湿っ た林床などに

まれに見ら れ、 生息地では群生し た状態を確認でき る。

存続を脅かす原因

　 伐採による乾燥化などが心配さ れる 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

シコ ク スミ レ
スミ レ 科

Vio la  sh iko k ia n a  M akin o

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地は限ら れ、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 夏緑性の雌雄異株の樹種で高さ 8 ｍになる。 1 .2 年生の枝には白色の

短屈毛を 生じ る 。 葉身は長さ 4 ー8 cm、 幅5 ー1 0 cmで、 ５ 浅裂から 中

裂する。 裂片のは尾状鋭尖頭で、 基部は心形ま たは切形にな る。 縁に

は細かい重鋸歯があり 、 裏面には白色の短屈毛が生え る。 葉柄は３ －

1 0 cmで葉身よ り 長い。 花は春に葉と 同時に咲き 、 雄花序は束状で7 ー

1 0 花つき 、 花柄は1 .5 cmほど で垂れ下がる 。 雌課所は散房状で基部に

1 対の葉をつける。 果実は8 ー9 月に総状にぶら さ がり 、 分果は長さ 2 ー

2 .5 cmで水平に開く 。 日本固有で本州（ 福島県以南）・ 四国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生息し 、 中国山地のブナ帯の上部の谷筋などに生育する。

存続を脅かす原因

　 伐採、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

アサノ ハカ エデ
ムク ロジ科

Acer a rg u tu m  M axim .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑性の樹木で、かなり な大木と なる樹種である。 葉は１ 回羽状複葉、

長さ 3 0 cm、 幅1 5 cmばかり で、 小葉は長さ ７ －８ cm、 幅４ －５ cmで

７ ～８ 対。 花は初夏の頃、 枝先に円錐状の大き な花序に黄色の小花を多

数つけて、 時に美し く 咲く 。 果実が特徴的であっ て、 長さ ５ cm、 幅３

cm程で卵形の風船状に膨れたも ので、 中に黒色球形の種子が数個ある。

国内での分布は本州のおも に日本海側の海岸にあっ て、 朝鮮半島、 中国

に続く 分布のも のである。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐諸島と 出雲部の海岸に生育地がある。 多く は海岸の露岩

崖地や崖錐地などの不安定立地に生育し ている。 寺院などによく 植えら

れる ので、 中国から の渡来と 考えら れていたが、 国内での分布状況や、

県内での生育地の状況から 考えると 県内の生育地のも のは自生と し ても

よいよう に思える 。

　 鹿島町武代の丘陵地、 島根町大芦須々海海岸、 美保関町北浦・ 七類惣

津の海岸で確認し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 海岸の開改行為。

（ 執筆者： 野津　 貴章・ 杦村　 喜則）
●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版日本の野生植物３ 」､ 3 3 8 pp .平凡社
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

モク ゲンジ
ムク ロジ科

Koe lreu te ria  p a n icu la ta  Laxm .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 産地は点在するが、 個体数は多いも のではない。 各個体を保護する必

要がある。

概　 　 要

　 常緑の低木で、 高さ 1 .5 ー3 mにな る。 茎の刺はふつう 対生し 、 5 ー

2 0 mmと 長い。 葉は3 ー7 枚の小葉から な り 、 長さ 5 ー1 5 cm、 幅1 ー

3 cm。 先はと がり 、 基部は鋭形。 基部に腺体のある 鈍鋸歯がある。 花

は5 月に円錐花序を つく り 、 密生し 、 雌雄異株。 花被片8 枚で狭披針形、

先はと がり 長さ 1 mm、 雄花は雄蕊は8 個だが、 数個が退化し て いる。

果実は2 ー3 の分果になり 、 楕円状球形、 長さ 4 mm。 表面に多く のいぼ

状突起がある。 国内では本州（ 宮城県以南） から 南西諸島に分布し 、 朝

鮮半島南部・ 台湾・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育が見ら れる。 丘陵域の岩の多い斜面などにまれ

に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

フ ユザンショ ウ
ミ カ ン科
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑の樹種で樹高は1 0 数ｍと なる。 葉は葉身が三角状卵形で長さ 6 ー

8 cm、 幅3 ー4 cmで基部は左右が不対称形である こ と は特徴的である。

先端は尾状に伸びる。 葉柄は１ cm程と 短い。 花は初夏の頃に、 葉柄の

基部に長さ 約５ cmの花序を つけて淡黄色の小花を1 0 個前後つける。 仮

雄蕊が花弁状で目立つ。 総包葉は狭長楕円形で、 こ の植物の仲間の特徴

的な形のも のである 。 果実は直径約５ mmの球形で白色の短毛が密生す

る。 分布は本州では兵庫、 奈良、 山口、 そし て四国の一部と 九州にあり 、

本州ではまれな植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 益田市、 津和野町、 吉賀町） に知

ら れている。 夏緑二次林内の斜面に生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヘラ ノ キ
アオイ 科

Til ia  k iu sia n a  M akin o  et Sh iras.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本来個体数の少ないも ので、 人為的影響の大き い立地に生育するこ と

により 減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 暖地に生える 常緑樹で約１ mほど にな る 。 枝は細く 、 暗紫褐色で 無

毛。 葉は互生し 、やわら かく 長楕円状または楕円状倒披針形で、長さ 4 ー

1 6 cm、 幅1 .5 ー4 cm、 鋸歯はなく 、 先端は鋭形、 基部はく さ び形で短

かい柄がある。 花は早春で、 頭状花序と なり 、 1 0 花ほど がまと まっ て

つく 。 花は白色、 萼筒は外側に細毛があり 、 長さ 8 ー1 0 mm。 裂片は卵

形で開出する。 子房は楕円形で無柄で有毛。 液果は楕円形で初夏に橙赤

色に熟す。 国内では本州（ 関東南部・ 京都府以西） から 南西諸島まで分

布し 、 朝鮮半島南部に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐を含めて、 全域の海岸近く の丘陵地の陰湿な谷部などに生育し て

いる。

存続を脅かす原因

　 植林地などでは下草刈り のため刈り 取ら れる状況にある 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

コ ショ ウノ キ
ジンチョ ウゲ科
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 も と も と 県東部にまれに分布する種であっ たが、 生育環境が悪化し 減

少し ている。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼や溜池、 河川、 水路、 水田などに生育する越

年生または多年生の沈水・ 湿性植物。 春に見ら れる株は茎が直立し 、 長

さ 1 ー7 cmの羽状複葉を つける 。 茎は3 0 ー7 0 cmに伸び、 先端の花序

には４ 枚の純白の花弁を持つ花を多数咲かせる。 花が終わると 直立茎は

倒れて目立たなく なる。 夏になると 茎は走出枝を出し 、 卵円形の葉を互

生さ せて匍匐する特徴がある。 水中では沈水形と なり 、 葉は赤みをおび

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の出雲平野に生育地が点在し て確認さ れている。 水田の畦や水

路、 遊水池、 河川のヨ シ原の水際部に生育する。 近年、 まと まっ て生育

が見ら れた水田や水路は圃場整備によ り 生育環境が消滅し ている。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 圃場整備による水路のコ ンク リ ート 化、 水田の乾田化

など。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草」． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ズタ ガラ シ
アブラ ナ科

Card am in e  ly ra ta  Bu nge

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 照葉樹林内のカ シ、 シイ 、 タ ブノ キなどに寄生する 常緑樹で、 茎はや

やつる 性で１ ｍほど に伸びる。 若枝には赤褐色の毛が密生する。 毛は

太い軸から 数段に星状に分枝する 。 葉は革質で対生し 、 葉柄は長さ 8 ー

1 5 mmで、 葉身は卵形から 広楕円形で長さ 2 ー9 cm、 幅1 .5 ー5 cmで先

は丸いか鈍く 、 基部は鈍形で全縁。 表面は無毛だが、 裏面に赤褐色の樹

状毛が密生する。 花は9 ー1 2 月に枝の腋や葉の落ち た跡の脇に短い花

序を のばし 、 数個の花を つける。 花は9 ー1 2 月、 花被片は細長い筒型

で外は赤褐色、 中は紫黒色、 ４ 裂し 、 1 .5 ー2 .1 cmになる。 果実は広楕

円形で 長さ 1 2 mmに達し 、 黄色に熟する。 国内で は本州（ 関東地方南

部以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸島に分布し 、 韓国（ 済州島） にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部までの生育が報告さ れている。 同地域の沿岸域の照葉樹

林にまれに着生し ている。 また、 隠岐（ 島後、 西ノ 島） に生育すると の

報告も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

オオバヤド リ ギ
オオバヤド リ ギ科
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れている 。

概　 　 要

　 川辺の水湿地などに生えるやや大型の多年草。 開花株は高さ １ ｍ前後

に茎を 立て、 長楕円形で 長さ 3 0 cm、 幅1 0 cmばかり の葉を 互生する。

花は初夏の頃に咲き 、 茎の上部に枝を分け、 花は円錐花序状に多く つけ

る。 日本の固有種で本州（ 宮城県、 山形県以南） ～九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部での生育が報告さ れており 、 山間の水田脇や小川の辺り の

湿地に見ら れる。

存続を脅かす原因

　 用水路、 小河川の改修工事、 水田の区画整理の際に生育地が消滅し た

所も ある。 洪水による自然災害。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

マダイ オウ
タ デ科

Ru m ex m ad a io  M akin o

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 環境が変わり やすく たやすく 消滅し てし ま

う 可能性がある。

概　 　 要

　 酸性の湿地に生える多年草。 根出葉の葉身は倒卵状扁円形で、長さ 5 ー

1 0 mm、 表面に長い腺毛がある 。 基部は細く なっ て柄になる 。 6 ー8 月

に6 ー2 0 cmの花茎が伸び、 総状花序に3 ー４ 花を 咲かせる。 萼片は長

楕円形で、 長さ 4 ー6 mm、 縁に短い腺毛がある。 花弁は白色で 長さ は

萼片の2 倍と なる。 蒴果は長楕円形で長さ 4 ー5 mmになる。 国内では南

千島・ 北海道から 九州に分布し 、 千島列島・ サハリ ン・ 朝鮮半島・ 北半

球の温帯から 亜寒帯にかけて広く みら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部にかけて点々と 確認さ れている。 山域の湿地に生育する

が、 低地で、 また狭く ても 、 水が染み出す立地で草丈の高い草に覆われ

ていない場所では生育が見ら れるこ と がある。 また、 島後に生育すると

の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 県内ではそれぞれ狭い立地にわずかに生育し ている と いう 状況なの

で、 遷移や草刈の管理放棄などが心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

モウセンゴケ
モウセンゴケ科
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選定理由

　 も と も と 少ないも のであり 、 人為的な影響や遷移による環境変化など

で生育でき なく なる種である。

概　 　 要

　 草むら や丘陵域の林縁などに生育し 、 長く 伸びて1 .5 m以上になる 多

年草。 茎には細毛がある。 葉は広披針形から 卵形、長さ 2 ー5 cm、幅1 ー

2 .5 cmで先は、鋭尖形、葉柄は1 ー4 mm。花は7 ー1 0 月で、枝頂に単生し 、

多少下を 向く 。 萼は緑で5 中裂する、 裂片は長卵形で、 鋭頭。 花弁のつ

め分は、 春に咲き 、 茎の上部の葉腋に長い花柄を出し 、 柄の先に白花５

弁の小花を １ 個だけつける。 国内では本州（ 岩手県以南）・ 四国・ 九州

に分布し 、 中国大陸にも 分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部で確認さ れている。 丘陵域の林縁等にまれにみら

れる。

存続を脅かす原因

　 除草。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

ナンバンハコ ベ
ナデシコ 科

Silen e  b a cci fe ra  ( L.)  Ro th  var. jap o n ica  ( M iq .)  H .Oh ash i et H .N aka i

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 環境が変化し やすく 、 各地で個体数の減少

が心配さ れる 。

概　 　 要

　 落葉低木で高さ 1 .5 mく ら いになる 。 よ く 分枝し 、 今年枝はやや褐色

を 帯びた緑色で、 無毛。 葉柄は3 ー7 mm 、 葉身はやや薄く 、 長楕円状

披針形から 狭卵形、先は鋭尖形、基部は広いく さ び形または円形と なり 、

長さ 4 ー8 .5 cm、 幅1 .5 ー3 cmにな る。 ま た、 葉の表面には4 個前後の

枝をも つ星状毛を散生するが、 裏面は淡い緑色で星状毛を欠く 。 花期は

5 ー6 月で、 今年枝の先端に複２ 出集散花序を 形成する 。 花は計1 .4 cm

ほどで、 花弁は白色で広倒披針形で先は丸いか鈍頭になる。 蒴果は椀形

で、 先は切形ですこ し く ぼみ、 径3 ー4 mm。 花柱と 萼裂片が宿存する。

国内では本州（ 福島県以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育地が点在し ている。 丘陵域の明る い岩角地にま

れな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ ウツギ
アジサイ 科

Deu tzia  g ra cil is S iebo ld  et Zu cc. var. g raci l is

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 低山地に生える 落葉高木で、 1 5 mほど になる。 若い枝には毛がある

が、 のち に無毛と なる。 葉柄は1 ー3 cmと 長く 、 葉身は狭卵形から 楕円

形で 長さ 7 .5 ー1 7 .5 cm、 幅3 .5 ー7 .5 cmと な り 、 裏面は灰白色で、 先

端は鋭尖頭、 基部は丸く て、 と き に切形と なる。 雄花は集散花序で萼裂

片、 花被片は４ 裂、 雄蕊は1 6 本、 雌花は単生、 または2 ー3 個が束生し 、

花冠は黄色を 帯びる。 液果は白色を 帯びた橙黄色で 後に赤く 熟し 、 径

1 1 3 ー1 6 mmと なる。 本州（ 関東地方南部以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸

島に分布し 、 台湾と 中国（ 中部・ 南部） に見ら れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部での生育が報告さ れている。 同地域の丘陵域にまれな生育

が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

リ ュ ウキュ ウマメ ガキ
カ キノ キ科

D io sp yro s jap o n ica  S iebo ld  et Zu cc.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 常緑の高さ 1 0 数ｍになる 樹種。 若木の樹幹には特徴的な白点状の皮

目があっ て目立つ。 葉は楕円形で長さ ７ －８ cm、 幅２ －３ cmで互生す

る。 花は春に咲いて、 前年枝の葉腋に５ cmばかり の花序を 出し 、 径約

１ cmの白色花を 総状に1 0 数花つける。 果実は長さ ６ －７ mmの卵形で

黒く 熟れる。 本州（ 関東地方以西）・ 四国・ 九州・ 琉球に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めて、東部から 西部までの丘陵域から の報告がある。

島後での生育は北限と なるが、 現状は不明である。 照葉樹林域内に稀に

生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロバイ
ハイ ノ キ科

Sym p lo co s p ru n ifo l ia  S ieb . et Zu cc.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地が少なく 、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 山地に生える 落葉低木で、 2 ー4 mになる。 葉身は倒卵形から 楕円形

で長さ 3 ー8 cm、 幅1 .5 ー4 cm。 先端は急に細く 尖り 、 基部はく さ び形。

表面は光沢なく まばら な圧毛、 縁には細鋸歯がある。 花は5 ー6 月。 長

さ 2 ー6 cmの円錐花序を つく り 、 萼は5 裂、 花冠は白色で５ 深裂し 、 長

さ 3 ー4 mm。 果実はゆがんだ卵形で、 青色に熟す。 国内では北海道か

ら 九州まで分布し 、 朝鮮半島・ 中国に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部から 西部まで生育が報告さ れている 。 島後や中国

山地の山頂や稜線部にややまれに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

サワフ タ ギ
ハイ ノ キ科

Sym p lo co s saw a fu ta g i N ag am . var. saw a fu tag i

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地林内の林床などに生える常緑の小低木である。地下茎は長く はい、

そこ から 直立する 高さ 5 ー1 0 cmの地上茎を出す。 葉は長さ 2 ー3 .5 cm、

幅0 .5 ー1 .3 cmの長楕円形で、 縁にはと がっ た鋸歯がある。 花期は6 ー

7 月で、 茎の先に1 個の花を つける。 花は直径約1 cmで、 白色の5 つの

花弁を も つ。 北海道から 九州、 南千島、 サハリ ン 中部以南、 朝鮮半島、

中国（ 中部・ 東北）、 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 松江市、 出雲市）、

県中部（ 大田市） で確認さ れており 、隠岐諸島（ 西ノ 島町）、県東部（ 出

雲市） での標本情報も ある。 生育環境は、 夏緑広葉樹林やマツ林のやや

明るい林床である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ウメ ガサソ ウ
ツツジ科

Ch im aph i la  ja p o n ica  M iq .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はやや限ら れていて、 生育地及び個体数が減少し つつ

ある。

概　 　 要

　 夏緑性の樹木で 高さ 1 ー2 ｍの低木である。 葉は倒披針形で長さ 7 ー

8 cm、 幅2 ー3 cmで枝先に束生する。 花は春に咲いて、 枝先の短い総状

花序に直径約５ cmのやや大き い赤橙色の色を５ ー1 0 花つけて目立ち、

時に美し く 咲く 。 国内では本州、 四国、 九州に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内全域の山地に小規模な生育地が点在する。 多く は湿地、 湿原状地

に生えるが、し ばし ば、やや乾燥気味な山地草原、林縁草地にまで生える。

存続を脅かす原因

　 園芸上での採取も 考えら れるが、 遷移による樹林化等の生育地の環境

変化が大き く 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

レンゲツツジ
ツツジ科

Rh od od en d ro n  m o lle  ( Blum e)  G.Don  su b sp . jap o n icu m  ( A.Gray)  K.Kron

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内では生育地がき わめて限ら れている。 一部では植生遷移により 絶

滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 夏緑低木のツツジ類の一種類で、 多く は岩上に生育し 、 基部から 多く

の枝を出し て叢生する。 葉は長さ ５ cm程、 巾２ －３ cmの楕円形で先端

に腺状突起がある 。 花は早春、 葉に先立っ て咲き 、 径４ cmばかり 、 淡

紫紅色で５ 深裂の花冠を有する。 本州の中国地方、 四国、 九州の北部か

ら 朝鮮半島にかけて分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部にのみ生育が知ら れ、 個体が群生する地は露岩地の岩上で上層

を樹木が被う こ と のない場所である。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 津島　 辰雄・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物４ 」 3 4 8 pp .平凡社.東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相.島根県立三瓶自然館研究報告3 :1 -4 9 ,三瓶自然館.島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

準絶滅危惧（ N T ）

ゲンカ イ ツツジ
ツツジ科

Rh od od en d ro n  m u cro n u la tu m  Tu rcz. var. cil ia tu m  N akai

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の夏緑広葉樹林の林床などに生える多年草である。 草丈は茎を伸

ばすと 2 0 ー3 0 cmになる。 葉は長さ 1 .5 ー4 cm、 幅3 ー1 3 mmの長楕円

形で、6 ー1 0 枚が輪生する。葉柄はなく 、中脈が目立つ。花期は5 ー7 月で、

茎の先に4 ー1 5 個に花を つける。 花冠は直径2 ー5 mm、 白色で 漏斗形

をする。 植物体はク マリ ンの香り がする。 北海道、 本州、 南千島、 朝鮮

半島、 サハリ ンから ヨ ーロッ パ、 北アフ リ カ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町）、県東部（ 奥出雲町、

出雲市）、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、 夏緑広葉

樹林の林内や林縁で、 やや明るい場所である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 夏緑広葉樹林の下層の常緑広葉樹の繁茂。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ク ルマバソ ウ
アカ ネ科

Ga liu m  o d o ra tu m  ( L.)  Scop .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地が限定さ れており 、 環境の変化により 個体数が減少する可能性

がある。

概　 　 要

　 海岸の岩上や崖地に生える多年草で、 茎は基部から 枝分かれし 、 直立

または斜上し 、 5 ー2 0 cmになる。 葉身は多肉質で光沢があり 、 長楕円

状または倒卵形で、 鋭頭または鈍頭で、 全縁、 基部は漸鋭尖形、 短い葉

絵があり 、全体で長さ 0 .6 ー2 .5 cm、幅0 .3 ー1 .2 cmと なる。花は8 ー9 月、

枝先や上部の葉腋に１ から 十数個の花をつける。 花の萼筒は鐘型で、 裂

片は三角形～卵形で 長さ 1 ー1 .5 mm。 花冠は白色と なる 。 蒴果は倒卵

状球形で、鈍頭、先に4 個の萼裂片が宿存する 。 国内では本州（ 関東以西）

から 南西諸島、 伊豆諸島（ 鳥島以北） に分布し 、 台湾・ 中国。 東南アジ

アに広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育が報告さ れている。 沿岸部の岩の隙間などに根

をおろ し 生育し ている。

存続を脅かす原因

　 海岸部で遷移が進み、 樹木や他の草本が進出し た場合絶滅が心配さ れ

る。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ソ ナレムグラ
アカ ネ科

H ed yo tis strig u lo sa  ( Bartl. ex DC.)  Fosberg  var. p a rvifo l ia  ( Hook. et Arn .)  T.Yam az.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地に生える多年草。 植物体は地を這う 根茎があっ て、 先で直立する

地上茎と なり 、 卵形で長さ ３ －４ cm、 幅２ －３ cmの葉を対生し て、 草

丈は５ cm前後のも の。 花は春に咲いて、 多く は葉腋に１ 個の淡紅紫色

の花冠を も つ花を つける。 花冠は筒状で長さ ２ cmあまり 、 先は５ 裂片

に裂け、 開く 。 本州は関東地方以西、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地はまれであっ て、 東部に２ ～３ の生育地が知ら れてお

り 、 中部でも 1 か所生育地が確認さ れている 。 山地での林道沿いの斜面

や岩場などに生えている。 出雲部では開発事業により 、 生育地が消滅し

た場がある。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 人為による生育地の破壊。

（ 執筆者： 津島　 辰雄・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物４ 」 3 4 8 pp .平凡社.東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

イ ナモリ ソ ウ
アカ ネ科

Pseu d o pyxis d ep ressa  M iq .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が少なく 、 個体数も 多く ない、 環境が変化し やすく 、 生息でき

なく なるこ と が考えら れる。

概　 　 要

　 海岸近く の林縁などに生える多年草で、 茎は４ 稜あり 、 稜上に下向き

のと げがあっ て、 こ れで植物にひっ かかり 、 斜上し ながら 他の植物の上

になるこ と ができ る。 葉は主軸には６ ー８ 枚、 側枝には４ 枚の葉が輪生

し 、 葉身は卵形で鋭頭または短く 鋭尖頭で基部は円形、 長さ 1 ー3 .5 cm、

幅0 .5 ー1 .5 cm。 葉柄は1 ー3 cmと なる。 花は9 ー1 0 月。 集散花序を つ

け、 花冠は黄緑色で長さ 1 .5 ー2 .5 mm、 ４ または５ 裂片と なる。 液果は

球形で径4 ー6 mm、黒く 熟す。 国内では本州（ 和歌山県西部・ 中国地方）・

四国（ 瀬戸内海沿岸）・ 九州北部・ 朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ ウスリ ー・

アムールに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の砂質海岸の内陸側に生育が見ら れる。 遷移の進行によ

り 生存でき なく なると 考えら れる。 島根半島での分布は国内での北限と

考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ク ルマバアカ ネ
アカ ネ科

Ru b ia  co rd i fo l ia  L. va r. la n ci fo l ia  Regel
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 路傍に生えるため刈り 取ら れる危険性が高

い。

概　 　 要

　 山の林内に生育する つる 性の多年草。 葉は対生し 、 葉柄は1 ー3 cm、

葉身は薄く 、 三角状卵形で先は長く と がり 、 基部はやや張り 出し て心形

と なる。 花は7 ー9 月、 花序は葉腋から 出て、 花は短い花序軸の先にま

ばら につける。 花柄は3 ー1 0 mm、 萼は5 裂し 無毛、 裂片は小さ く やや

鋭頭。 花冠は淡暗紫色で５ 深裂し 、 径4 ー6 mm。 裂片には少し 白い綿

毛が生える 。 副花冠は星状に開出し 、雄蕊より 短い。 袋果は線状披針形、

柄の先に2 個が水平に開出し 、 5 ー7 cmで無毛。 北海道～九州に分布す

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐を含めた全域から まれな生育が報告さ れている。 全域の丘陵域か

ら 山域にかけての林縁などに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

オオカ モメ ヅル
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  a risto lo ch io id e s ( M iq .) Fran ch . et Sav.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山の林床に生える多年草。 茎は高さ 5 0 ー1 0 0 cmで、 先はつる状に伸

びる。 中央付近に数対の大き な葉を つけ、上部の葉は極端に小さ く なる。

葉は対生し 、 卵円形から 広楕円形で中央の葉は長さ 1 2 ー2 5 cm、 幅7 ー

1 5 cm、 先は鋭く と がり 、 基部は円形またはややく さ び形。 3 ー6 mmの

葉柄を つける。 花は7 ー8 月に上部の葉腋に2 ー5 cmの短い花序を 出し

て咲く 。 花冠は暗紫色で径6 ー1 0 mm。 裂片は内側に白毛があり 、 披針

形で 鈍頭。 袋果は線状披針形で毛はなく 、 長さ 5 ー8 cm、 幅4 mmほど

と なる。 本州・ 四国・ 九州に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部にかけて生育が見ら れる。 山域のやや湿っ た林床や谷部

などにまれに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

特記事項

　 以前は中国地方西部・ 九州・ 四国のも のは花序が大きく 2 ー5 cm の長

い花柄があるとしてツクシガシワ　 Cy n a n c h um  g ra n d ifo liu m  H em sl.

v a r. g ra d ifo k iu m に、 本州と 四国のも のは花柄がごく 短いこ と から ツ

ルガシ ワCy n a n c h u m  g ra n d ifo liu m  H e m sl.v a r. n ik o e n se (Ma x im .)

Ohw iと さ れていた。このため島根県の本種はツクシガシワと さ れていた。

し かし 、 今回「 改訂新版　 日本の野生図鑑Ⅳ」 では両者を 区別し ない扱

いと なっている。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

北村四郎他（ 1 9 5 7 ） 原色日本植物図鑑・ 祖羽片編Ⅰ2 9 7 pp .株式会社保育社　 東京
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎・ 北川政夫（ 1 9 9 2 ） 新日本植物誌顕花編， 1 7 1 6 pp .至文堂， 東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ツルガシワ
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  m acro p h y l lu m  Sieb o ld  et Zu cc. va r. n iko en se  M axim .

ー ー
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選定理由

　 生育地は県全域に点存し ている が、 生育地での個体数は激減または消

滅寸前の場合が多い。

概　 　 要

　 日当たり のよ い草地に生える 夏緑性の多年草。 茎は高さ 3 0 ー5 0 cm

で、 線状長楕円形で、 長さ 7 ー8 cm、 幅１ cm前後の葉を 対生さ せる 。

花は夏に咲き 、 茎の上部の葉腋につく 集散状の花序に黄褐色の花をまば

ら につける。 果実は袋果で披針形、 長さ 5 ー8 cmである。 北海道から 本

州、 四国、 九州に分布し て、 朝鮮半島、 中国に続く 分布がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の山地草原、 林縁の草地、 溜池の土堤などの草地に生える。 林縁

や溜池の土堤などの草地では遷移によ っ て個体群が消滅し た所が多く あ

る。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 0 ） 隠岐の海岸植物リ スト . 隠岐の文化財 3 7 : 5 2 -5 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

スズサイ コ
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  p ycn o ste lm a  Kitag .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地は集落周辺にあり 、 生育地破

壊の危険性が大である。

概　 　 要

　 地を 這う 小型の多年草で あり 、 葉は円腎形で、 長さ 、 幅と も １ －２

cm程のも のである。花は春から 夏にかけて咲き 、目立たない花であるが、

径３ mmばかり の小花で、 花冠は５ 裂し て黄色である。 本州（ 西南部）・

四国・ 九州・ 南西諸島に分布し し 、 世界の亜熱帯～熱帯にまで広く 分布

する。 県内での生育地はこ の植物の分布北限域になる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 島根半島の東端部にのみ生育地が知ら れている。 生育は石畳の間や集

落付近、 墓地、 施設内等である。 県内の生育地はこ の植物の分布北限と

考えら れる。

存続を脅かす原因

　 と ても 小さ な植物で、 選択的に除草さ れたり するこ と はないが、 他の

草の除去を目的と し て除草剤が散布さ れた場合は意識さ れないう ちに無

く なっ てし まう 危険性がある。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

アオイ ゴケ
ヒ ルガオ科

D ich o n d ra  rep en s Fo rst.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地のやや陰湿な林下に生える 多年草で、 草は直立し 、 枝分かれし な

がら 3 0 －5 0 cmほどになる。葉身は薄く 卵形で、長さ 5 ー1 2 cm、幅2 .5 ー

7 cmで、 先はし だいの細く 尖り 、 下部も し だいにせま く な り 1 ー5 cm

の葉柄と なる。花は8 ー9 月で、葉の腋に１ 個の白色で杯形の花をつける。

果期には萼は先が小さ く なっ て果実を 包み、 長さ 1 2 ー1 5 mmで、 １ ０

本の陵がある。液果は球形で径1 cmで黄色く 熟す。本州（ 関東南部・ 東海・

紀伊半島南部） ～九州・ 台湾・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部で記録さ れている。同地域の丘陵域にまれな生育が見ら れ、

川沿いなど湿っ た環境に生育し ている 。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

広江伸作（ 2 0 0 4 ） 植物観察記録， 島根植物研究会会報5 :4 -5 　 島根植物研究会
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマホオズキ
ナス科

Physa l ia stru m  ch am aesa rach o id es ( M akin o )  M akin o

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林下に生える 多年草で、 草は枝分かれし ながら 5 0 －7 0 cmほ

ど にな る 。 葉柄は2 ー4 cmで、 葉身は卵形ま たは広卵形で、 長さ 4 ー

1 3 cm、 幅3 ー1 0 cmで、 先は急に細く 尖り 、 下も 急に狭く なり 柄と な

る。 花は6 ー8 月で、 葉腋に１ ー4 個の下垂する 花を つける 。 花冠は黄

白色で広い釣鐘状と なる 。 液果は下垂し 、 球状で径1 cm、 白色に熟す。

北海道から 九州・ 朝鮮半島・ 中国（ 北部・ 東北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 東部から 報告さ れている。 同地域の丘陵域から 山域のやや湿っ

た林縁等にまれな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

イ ガホオズキ
ナス科

Physa l ia stru m  ech in a tu m  ( Yatabe)  M akin o

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 県内では生育地が限ら れている 。

概　 　 要

　 山地ｎ 谷沿いなど に生育する 多年草で、 高さ 3 0 ー6 0 cmになる。 葉

は柔ら かく 、 長楕円形で長さ 6 ー1 8 cm、 幅2 .5 ー6 cm。 先は尖り 、 基

部はく さ び形で葉柄につながる。 花は4 ー5 月で、 花冠は外面が暗紅紫

色で内面は黄緑色。 長さ 2 cmになる。 果実は球形で径1 cm、 種子は長

さ 3 mmになる。 国内では本州～九州に見ら れ、 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部での生育が報告さ れている。 県境部の中国山地の渓谷に稀な群生

が見ら れるが、同地域の丘陵域に近いと こ ろ にも 生育が報告さ れている。

また、 島後に生育し ていたと の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 大雨での氾濫、 草刈、 森林伐採などが心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 1 9 ） 松江市植物目録（ シダ植物を 除く 維管束植物）， 松江市史編集委員会， 松江市史史料編１ 自然環境， 松江市， .6 0 8 -6 3 4
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハシリ ド コ ロ
ナス科

Sco p o l ia  jap o n ica  M axim .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の谷沿い な ど に 生育す る 多年草で、 よ く 分枝し て 高さ 6 0 ー

9 0 cmに な る。 葉は、 卵形で 長さ 6 ー2 3 cm、 幅3 ー9 cm。 先は尖り 、

基部はく さ び形で葉柄につながる。 花は8 ー9 月で、 葉腋から 細い柄の

ある花を下向き につく る。花冠は淡黄色で、長さ 4 mm、径約6 mmになる。

液実は球形で径8 mmと なる。 国内では本州～南西諸島に見ら れ、 台湾・

中国南部・ 東南アジアの熱帯から 亜熱帯に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 東部から 西部まで生育が報告さ れている。 同地域の沿岸域から

丘陵域のやや湿っ た場所でまれに生育が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

ハダカ ホオズキ
ナス科

Tu b o cap sicu m  an om a lu m  ( Fran ch . et Sav.)  M akin o  var. a n o m a lu m

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであっ て、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地の草地に生える 多年草。 草丈は2 0 cm前後で、 葉は狭長楕円形で

長さ ５ cm、 幅２ cm前後で互生する 。 花は春に咲き 、 茎の上部の葉腋に

直径約1 .5 cmの青紫色の花を つける。 花冠は漏斗状で 先が５ 裂片に裂

け、 裂片の基部に白い隆起線があり 、 特徴的である。 花後、 茎の下部か

ら 長い枝が出て、 先で発根し 、 新し い株をつく る。 北海道から 本州、 四

国、 九州、 南西諸島に分布し て、 朝鮮半島、 中国にも ある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では海岸沿いの土地に生育地があり 、 林縁、 山地路傍など崖錐状

地の草地に生える 。 時に海岸ク ロマツ 林内、 林縁にも 生える。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌-維管束植物-. 6 4 pp .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ホタ ルカ ズラ
ムラ サキ科

Aego n ych o n  zo l l in g eri ( A.DC.)  H o lu b

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 環境の変化を受けやすい立地に生育する。

概　 　 要

　 山野にはえ る 越年草で、 高さ 6 0 ー1 2 0 cmにな る。 全体に粗い開出

毛が多い。 葉は短い柄があっ て長楕円形から 披針形と なり 、 長さ 1 0 ー

2 0 cm、 幅2 ー3 .5 cmで 先と 基部は尖る。 花は6 ー8 月に咲き 、 花序は

枝先から 数本互生し て斜上し 、 総状花序を つく る 。 花は径3 mm、 花弁

は淡青紫色、 分果はやや扁平な楕円体で長さ 3 mmほどになる 。 国内で

は南千島・ 北海道から 九州に分布し 、 朝鮮半島に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで報告さ れている。 丘陵域から 山域にかけてまれに生

育し ている。 また、 島後に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

オニルリ ソ ウ
ムラ サキ科

Cyn o g lo ssu m  a sp errim u m  N aka i

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山の谷間に生える 落葉高木。 高さ 2 5 m以上にも なる。 葉は７ －９ 小

葉に分れ、 葉身は長さ 2 5 ー3 5 cmにな り 、 葉柄基部は著し く 膨ら む。

頂小葉は長楕円状倒披針形で、 長さ 8 ー2 0 cm。 1 ー2 cmの柄がある。

側小葉は柄がなく 、 基部が著し く 膨ら み、 細鋸歯がある。 花序は落葉し

た前年の葉腋に出て、長さ 1 0 ー1 5 cm。 花は4 ー5 月に咲き 、花冠がない。

雄性両性異株と なる。 翼果は狭長楕円形で長さ 3 ー5 cm。 幅8 ー1 5 cm

で下垂する。 本州（ 関東地方以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生育し ている。 山地の渓谷にまれな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

準絶滅危惧（ N T ）

シオジ
モク セイ 科

Frax in u s p la typ o d a  Oliv.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の高さ ５ ｍ程になる 低木である。 葉は楕円形で両端はと がり 、

長さ 1 0 cm、 幅3 ー5 cmで対生する。 花は初夏に咲き 、 枝先の大き い円

錐花序に白色小花を多数つける。 花冠は筒状で中程から 先で４ 裂し 、 裂

片は開花時にやや反曲し て咲く 。 果実は黒く 熟れる。 国内では本州の近

畿以西、 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島南部にも 分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町）、県東部（ 出雲市、

雲南市、奥出雲町）、県中部（ 大田市） の山地に生育地が知ら れているが、

石見部では不明である。 多く は山地の夏緑二次林内、 崖錐状地に生えて

いる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 生育地の照葉樹林化によ る環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 1 ） 隠岐の北限植物. 隠岐の文化財 3 8 : 3 0 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

ヤナギイ ボタ
モク セイ 科

Lig u stru m  sa l icin u m  N akai

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える 常緑小高木で、 4 ー8 mになる 。 葉は楕円形から 倒卵状

長楕円形で、 長さ 3 ー5 cm、 幅2 ー4 cmで、 厚く て硬い。 また、 成木で

は全縁である が、 若木では縁に2 ー3 対の鋭い刺がある 。 花は1 1 月ごろ

葉腋に束生し 、 白花で 香る。 花冠は長さ 4 mmにな る。 雄性両性異株。

核果は楕円形で翌年7 月ごろ 黒紫色に熟す。 国内では本州（ 関東以西）・

四国・ 九州・ 琉球に分布し 、 台湾にも 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部ま で確認さ れている 。 沿岸域の照葉樹林の林床など に

点々と 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ イ ラ ギ
モク セイ 科

Osm an th u s h e te ro p h y l lu s ( G.Don )  P.S.Green

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内では水田にまれに生育する が、 生育地の状況は脆弱である。

概　 　 要

　 北海道を 除く 全国各地の水田などに生育する 一年生の抽水～湿性植

物。 茎は下部で分枝し な がら 直立し 、 高さ 1 0 ー2 0 cmにな る。 葉は無

柄で対生する。 近縁種のサワト ウガラ シは葉が線状披針形である のに

対し 、 本種の葉は卵形で丸みがある こ と が和名の由来。 葉の長さ は5 ー

8 mm。 花は紫色の唇形花で長さ 1 ー2 cmの柄がある。 花期は8 ー1 0 月。

さ く 果は楕円形から 広楕円形。 秋になる と 植物体全体が赤く なる ため、

稲刈り 後の水田で目につき やすく なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部や西部において生育が確認さ れている。 近年は出雲市の一部の

水田に生育が見ら れるが、 生育範囲は狭く 個体数も 減少傾向である。 山

間部の水田に残存する可能性も あるが、 耕作放棄地が増えつつあり 本種

の生育も 懸念さ れる。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 ほかの植物による被覆、 農業形態の変化による水田の

乾田化と 耕作放棄。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

宮田昌彦・ 谷城勝弘・ 山田寛治編（ 2 0 2 5 ） マルバノ サワト ウガラ シ．「 水生・ 湿性植物生活史図鑑」： 4 6 2 ． 北隆館， 東京．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相（ 補遺）． 島根県立三瓶自然館研究報告，（ 4 ）： 4 1 -4 3 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

マルバノ サワト ウガラ シ
オオバコ 科

Dein o stem a  a d en o cau lu m  ( M axim .)  T.Yam az

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内では水田にまれに生育する が、 生育状況は不安定である。

概　 　 要

　 北海道を 除く 全国各地の水田な ど に生え る 一年生の湿性植物。 茎は

多分岐し 、 匍匐し な がら 地面に広がる 。 葉は狭長楕円形で、 長さ 3 ー

5 mm、 幅約1 mmと 小さ く 、 対生する。 花期は7 ～1 0 月。 筒状唇形で淡

紅色の小さ な花が葉腋につく 。 花冠は小さ く 5 裂し て開出する 。 さ く 果

は長楕円形で萼より 短い。 植物体が小さ いため見逃し やすいが、 水田の

稲刈り 後に生育し 広がるため、 見つけやすく なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内全域にまれに分布すると さ れる が、 近年は主に県東部の水田地帯

で生育が確認さ れている。 出雲市の産地では、 まと まっ て見ら れた環境

でも 年により 生育し ないこ と がある。 適度に湿っ た土壌と 日当たり のよ

い環境を好み、 ほかの水田雑草が少ない環境が必要である 。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 ほかの植物による被覆、 農業形態の変化による水田の

乾田化や耕作放棄。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

杉村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告，（ 3 ）： 1 -4 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

スズメ ハコ ベ（ スズメ ノ ハコ ベ）
オオバコ 科

M icro carp aea  m in im a  ( J.Koen ig  ex Retz.)  M err.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は点在し て、 多く はなく 、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 おも に川の中や縁に生える越年草で草丈は約5 0 cmになる。 葉は披針

形から 長楕円状披針形で無柄、 長さ 7 ー8 cm、 幅２ cmで対生する。 花

は春から 初夏の頃に咲き、 葉腋に長さ 1 0 cm前後の総状花序を 出し 、 小

花を多数つける。 花冠は短い筒があっ て先は４ 裂片に裂け淡紅紫色、 径

3 ー4 mmである。 本州の中部以西、四国、九州、南西諸島に分布し 、中国、

東南アジアに分布が続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では限ら れてはいるが生育地が点在する。 平野部から 山地の河川

水辺に生育するが個体数は多く はない。 生育地は年毎にかなり 移動する

こ と も あり 、 消滅する場所、 新たに生育が確認さ れる場所がある。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、河川改修工事等による生育地の破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

カ ワヂシャ
オオバコ 科

Vero n ica  u n d u la ta  Wa ll.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内では隠岐諸島にのみ生育がある 植物で、 個体数も 比較的多いが、

県外の生育地はき わめてまれであっ て、 個体数も 多く はなく 、 絶滅が心

配さ れる所も ある。

概　 　 要

　 海岸の斜面ややや堆積物の見ら れる 岩上に生え る 植物で 、 草丈は

5 0 cmばかり と なり 、 数本の茎を 立てて、 株状を なす。 植物体全体が白

色の綿毛に被われていて、 特に葉裏は白色そのも のである。 葉は長楕円

形、 長さ ５ cmばかり で対生する。 花は夏に咲き 、 茎の上部の穂状の花

序に青紫色の小花を多数つける。 隠岐諸島以外では鳥取県、 兵庫県、 京

都府の日本海側の海岸の一部に分布するが、隠岐以外ではと ても 少ない。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島では全島に生えて、 附属の小島などにも 多く 生える。 海岸の

岩上に生えるが、 時に内陸の露岩上にも 生えているこ と がある。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化、 園芸上の採取が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ト ウテイ ラ ン
ゴマノ ハグサ科

Pseu d o lysim ach io n  o rn a tu m  ( M on ju s.)  Yam azaki

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 田畑の湿っ た場所にはえる1 年草で、 茎はまばら に分枝し て高さ 1 0 ー

2 0 cmになる。 葉は下部で対生、 上部で互生し 、 広線形から 狭卵形で全

縁か不明瞭な鋸歯があり 、 長さ 8 ー2 5 m m、 幅2 ー5 mm、 先端はやや鈍

頭、 基部はし だいに狭く なり 葉柄はない。 花は4 ー5 月、 先端に柄のな

い穂状花序と なり 、 花冠は白色で淡紅色を 帯び、 径2 mmと なる 。 朔果

は扁球形で先はややへこ み、長さ 2 ー3 mm。 日本全土に生育し 、北半球・

オースト ラ リ アに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。 低地域の水田などにややまれにみら れる。

存続を脅かす原因

　 除草剤散布、 耕作放棄。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ムシク サ
ゴマノ ハグサ科

Vero n ica  p ereg rin a  L. va r. p e reg rin a

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 丘陵域のやや乾いた草地に生える多年草で、 茎は４ 角の稜があり 高さ

5 0 ー1 0 0 cmになり 、 密に下向き の細毛がある。 葉は広卵形で長さ 6 ー

1 5 cm、 幅3 ,5 ー8 cmで、 先端は鋭尖頭で、 基部はく さ び形で急に細ま

り 葉柄の翼につな がる 。 縁に鋸歯がある 。 花は9 ー1 0 月、 円錐花序で

多数つける 。 花冠は淡青紫色で、 上唇には紫点がある 。 雄蕊は4 本で、

う ち2 本はは少し 長く 、 と も に花外に突き 出る 。 株によ り 長雄蕊・ 短花

柱と 短雄蕊・ 長花柱の２ 型がある。 分果は長さ 1 .5 mmで長球形になる。

国内では北海道（ 西南部） から 九州に分布し 、 朝鮮半島に見ら れ、 種と

し ては中国。 ウスリ ーまで分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部から 報告さ れている。 山域の林縁の草地などにまれに生育

が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ キオコ シ
シソ 科

I so d o n  ja p o n icu s  ( Bu rm .f .)  H .H ara var. ja p o n icu s

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 全国の湖沼や溜池、 水田などに生育する多年生の浮漂植物。 タ ヌ キモ

と よく 似るが、 タ ヌ キモの花茎の断面の中央部には小さ な穴があるのに

対し イ ヌ タ ヌ キモは中実であるこ と 、 タ ヌ キモの殖芽が濃緑色の卵球形

で大き さ ５ ー2 0 mmほど である のに対し イ ヌ タ ヌ キモの殖芽が暗褐色

の紡錘形で大き さ ３ ー1 0 mmほどであるこ と などで識別さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 平野部及び丘陵部の池沼や溜池。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

イ ヌ タ ヌ キモ
タ ヌ キモ科

Utricu la ria  a u stra l is R.Br.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日陰の林縁や林内な ど に生え る 多年草で、 高さ 2 0 ー5 0 cmにな る。

葉柄は2 ー1 0 mmで、 葉身は卵状長楕円形から 広披針形で 、 先端は鈍

く 、 基部は鋭形で、 長さ 2 ー1 0 cm、 幅1 ー2 .5 cmで 全縁。 花は9 ー1 0

月、 枝先や上部の葉腋に5 ー1 5 mmの花枝を 出し て、 それぞれ2 ー3 の

花がある が通常１ 花を 咲かせる 。 花冠は淡紅紫色で、 長さ 2 cmで見か

け上の上唇は狭卵形で反曲し 、 同下唇は楕円形である 。 果実は長さ 9 ー

1 2 mmと なる 。

　 国内では本州（ 宮城県以南） から 九州に見ら れ、 朝鮮半島南部・ 台湾・

中国（ 中部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育が報告さ れている。 丘陵域の林下などに点々と

まれに分布し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。 　

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

準絶滅危惧（ N T ）

ハグロソ ウ
キツネノ マゴ科

Peristro p h e  ja p o n ica  ( Th u nb .)  Brem ek. var. su b ro tu n d a  ( M atsu da )  M u rata et Terao

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は少なく なり 、 限ら れてき ている。 生育地での個体数

も 多く はない。

概　 　 要

　 里地から 山地の日当たり のよ い草地に生える多年草。 長さ 2 0 cmにな

る倒楕円状披針形で羽状に中裂する葉を多数根生し て、 葉腋から 花茎を

数本立てて、 先に１ 個ずつ頭花を つける。 頭花は直径約３ cmで、 総苞

は花時に長さ ２ cm、 幅１ cm。 外片は内片の半長に達し 、 長楕円状披針

形で、 縁は膜質半透明で、 先端部に小角突起がある。 本州の近畿地方、

中国地方から 四国にかけて分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島を除く 県内全域で確認さ れている。 里地か

ら 山地にかけて、 耕作地周辺及び山際の草地に生える。 耕作地周辺の草

地では近年、 生育地が消滅し た場が多い。

存続を脅かす原因

　 土地区画整理、 除草剤散布など人為による生育地破壊や個体群消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 松原勝志・ 安部祐史・ 齋藤正幸（ 2 0 2 3 ） タ ン ポポ調査・ 西日本2 0 2 0  で確認さ れた島根県のタ ンポポ. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 1 : 3 9 -5 0 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマザト タ ンポポ
キク 科

Taraxacu m  arak ii  Kitam .

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 本州以西の池沼や溜池に群生する多年生の浮葉植物。 塊状の根茎から

葉柄あるいは茎を伸ばし 、 ハート 型の浮葉を水面に展開する。 浮葉の大

き さ は大小さ まざまで大き なも のは直径2 0 cmを 越える。 浮葉の表面は

淡緑色で全縁、 裏面は淡紫色を帯び粒状の腺点が目立つ。 花は葉柄の基

部に束生し 、 ５ 裂する 花冠は白色で径約1 5 mm、 各花弁の内側に白毛

を多数生じ る 。 秋季にバナナの房状の特徴ある殖芽を 形成し て、 冬を越

す。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部、 県中部の池沼や溜池。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

ガガブタ
ミ ツガシワ科

N ym ph o id es in d ica  ( L.)  O. Ku n tze

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はややまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地の草原や林縁の草地に生える 草丈約5 0 cmの多年草。 葉は多く は

卵状長楕円形で長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後で羽状に浅く 裂けて、 互生す

る。 葉の裏は綿毛があっ て白色である。 花は夏から 秋にかけて咲く 。 茎

の上部に多く の枝を出し 、多く の頭花をつける。 頭花は小さ く 、長さ 4 ー

5 mm、 幅3 ー4 mm、 鐘球形である 。 国内では本州の中国地方から 北九

州にかけて分布し 、 さ ら に朝鮮半島、 中国東北部に続く 分布域をも つ。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 雲南市、奥出雲町、飯南町）、県中部（ 大田市）

などの中国山地沿いの山地に点在する 。 やや乾いた草原状地に生え、 と

き に山間の耕作地の周り での草刈場などにも 生育地が存在する。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 草刈場などは耕作地の管理放棄によ

る生育地の樹林化から 生育地が消滅し ている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ロハヤマヨ モギ
キク 科

Artem isia  sto lo n if e ra  ( M axim .)  Kom .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生育地は多く なく 、 個体数も わずかである。 また、 遷移等で被陰さ れ

て生息でき なく なり やすい環境にある。

概　 　 要

　 山林の縁や斜面に生える多年草で、 匍匐する長い地下茎をも つ。 茎は

3 0 ー1 0 0 cmになり 、 長軟毛を密生する 。 茎の下部や中部の葉は長楕円

状披針形で下から 3 分の1 のと こ ろ から 急に狭く なり 、 長さ 6 ー1 2 cm、

幅3 ー5 cm、 先端は鋭尖頭、 基部は耳状に茎を 抱く 。 花は9 ー1 1 月で、

散房花序で、 頭花は径2 cm、 柄は7 ー1 6 mm、 総苞は線形で3 裂、 舌状

花は白色。 痩果は倒卵状長楕円形で長さ 2 .5 mm、 冠毛は3 .5 ー4 mmに

なる。 本州（ 茨城県および東海地方以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで点々と 生育が報告さ れている。 丘陵域の岩角地にま

れな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

イ ナカ ギク（ ヤマシロギク ）
キク 科

Aster sem iam p lexicau l is  ( M akin o )  M akin o  ex Ko id z.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はやや限ら れていて、生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 海岸の岩上、 岩壁に生え る 夏緑の多年草。 草丈は3 0 cmばかり にな

り 、 根際で枝分れがあっ て、 葉は枝の先に多く が束生する。 葉は長さ

1 0 cm、 幅３ －５ cmばかり の倒卵状楕円形で 基部に向かい狭く な り 、

両面に軟毛が密生する。 花は秋に咲き 、 頭花は径４ －５ cmで、 舌状花

は１ 列で 青紫色～白色。 筒状花冠は７ mmばかり 、 果実は長さ ３ －４

mmで、 冠毛は不同長である。 九州から 日本海側海岸に分布し 、 山口県

から 島根県、 さ ら に朝鮮半島、 ウスリ ーにかけて分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に若干の生育が見ら れ、 飛んで隠岐諸島全域に生育地が知ら れて

いる。 海岸の風衝崖地や露岩上に生える。

存続を脅かす原因

　 採取による個体群の減少が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ダルマギク
キク 科

Aster sp a th u l i f o l iu s M axim .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 他種と の交雑の危険性がある。

概　 　 要

　 頭花は径3 ー4 .5 cmと なり 、 総苞片は長楕円形から 線形と なる。 舌状

花は原記載では白花も 記載さ れているが、 こ れは色変わり か交雑による

も のと 考えら れ、 通常は黄色。 シマカ ン ギク は4 倍体で葉や頭花の大き

さ がひと まわり 小さ く 、 頭花も 径2 .5 cm程度で、 総苞片も 卵形と なる。

また茎も 細い。 分布は島根県出雲市多伎町を東限と し 、 海岸部を山口県

北部まで連続し て分布する。 従来産地と さ れてき た富山県氷見市のも の

はサンイ ンギク と イ エギク の交雑群と 考えら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲市多伎町を 東限と し て山口県の県境までの海岸部から やや内陸部

の草地や岩角地に生育する。 人里に近い場所でイ エギク と の交雑による

多様な形態をも っ た交雑群も 見ら れる が、 それ以外のほと んどが安定し

た形質をも っ ている。

存続を脅かす原因

　 イ エギク と の浸透交雑。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

いがり まさ し （ 2 0 0 7 ） 山渓ハン ディ 図鑑1 1 　 日本の野菊， 山と 渓谷社　 2 7 9 pp .
北村四郎（ 1 9 3 4 ） 家菊の原種に関する植物分類学者の見解， 植物分類地理３ :2 0 1 -2 1 3 .
中田政司・ 竹内　 基（ 1 9 9 8 ） 氷見市大境産サン イ ン ギク 個体群の変異， 富山県中央植物園研究報告3 ： 1 -1 6
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
柳浦正夫（ 2 0 0 9 ） 島根県のサン イ ン ギク の分布と 形態比較， 島根植物研究会会報1 6 ： 9 -1 3 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

サンイ ンギク
キク 科

Den d ran th em a  ap h ro d ite ( Kitam .)  Kitam .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 島根県固有の植物で、 生育地の範囲が狭く 限ら れたも のである。

概　 　 要

　 草丈は多く が3 0 －5 0 cm程で、 葉は卵形で長さ ３ －４ cm、 幅１ －２

cmで、 ３ ～５ 中裂し て、 互生する。 花は秋に咲き 、 茎の上部でゆる い

散房状に枝を 分けた先に径２ cmばかり の頭花を つける。 舌状花は黄色

である。 島根県の固有種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の一部で狭い範囲に生育する。 多く は岩上、 岩質の崖地などの有

機物ややや堆積し た立地に生えている 。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化、 道路拡幅工事などによる生育地の破壊、 園芸上で

の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

オッ タ チカ ンギク
キク 科

Den d ran th em a  in d icu m  ( L.)  Des M ou lin s var. m aru yam an u m  Kitam u ra

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数は多く はない。

概　 　 要

　 海岸の砂地に生える 越年草、 時に多年草。 植物体は根生葉があっ て、

倒狭卵形で長さ ５ cm、 幅1 .5 cmばかり で基部は細く なり 長さ 1 .5 －３

cm程の葉柄部分がある。 茎は基部で分枝し て四方に枝を だし 、 先で立

ち 上がり 、 頭花を つける。 草丈は2 0 cm程のも のである。 花は夏から 秋

にかけて咲き、 頭花は１ 個つき 、 径３ －４ cmばかり で淡青紫色の舌状

花をつける。 舌状花の冠毛は短く 、 筒状花のも のは長い。 本州（ 富山県

以西）・ 九州（ 北西部・ 南部）・ 種子島

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部と 中部に生育地が点在する。 富山県まで分布するが、 東部では確

認さ れていない。 海岸の砂浜から 附近の岩上にも 生える。

存続を脅かす原因

　 強風による生育地の破壊、 海岸における道路等の整備事業等における

生育地の破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ハマベノ ギク
キク 科

H etero p ap p u s a ren a riu s Kitam .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 遷移等環境の変化し やすいと こ ろ で個体数

の減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 山地の水流や湿地に生える 多年草で、 茎は1 ー2 mになる。 根生葉の

葉身は腎心形、 長さ 3 0 cm、 幅4 0 cmほどになり 、 長い葉柄がある 。 茎

葉は3 枚程度で上部の葉は小さ い。 花は7 －1 0 月、 総状花序の先端に頭

花が上向き で咲く 。 総苞は筒状の鐘形、 幅2 －4 cm、 舌状花は５ －９ 個

で舌状の部分は黄色。 冠毛は長さ 6 －1 0 mmで花冠より 短く 、 褐色また

は紫褐色と なる 。 国内では本州（ 山形県以南） ～九州に分布し 、 サハリ

ン・ シベリ ア東部・ 中国に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育地は点在する 。 山域の湿地や水流脇に群生し て

生育するのが見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

準絶滅危惧（ N T ）

オタ カ ラ コ ウ
キク 科

Lig u la ria  f isch e ri  ( Ledeb .)  Tu rcz.

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。 環境が変わり やすく 個体数の減少が心配さ

れる。

概　 　 要

　 山地の湿っ た 草原や林間の草地に 生育す る 多年草で、 茎は6 0 －

1 0 0 cmになる。 根生葉の葉身は掌状に分裂し て、 長さ 幅と も に3 0 cm

ほど になる。 茎葉は3 枚程度で柄は広い鞘と なり 、 上部の葉は小さ い。

花は6 －8 月、 散房花序の先端に2 ー8 個つく 。 頭花は径1 0 mmほど で、

舌状花は1 0 個ほど で、 舌状の部分は黄色。 冠毛は長さ 6 －8 mmで赤褐

色と なる。 国内では本州（ 静岡県以南） ～九州に分布し 、 朝鮮半島・ 台

湾・ 中国・ ミ ャ ンマー・ イ ンド に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部に生育が見ら れる。 東部では山域の湿原や、 湿っ た林床に

生育し ているが、 西部では海岸部の水がし たたるよう な崖部に生育し て

おり 、 生息環境がと ても 異なるので興味深く 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハンカ イ ソ ウ
キク 科

Lig u la ria  ja p o n ica  ( Th un b .)  Less.

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 冷温帯の夏緑林の林床に生える 多年草で、 変種の関係と さ れるヤマタ

イ ミ ン ガサに対し 、 総苞片が3 個で、 小花が2 ー4 個と 少なく 、 痩果は

長さ 3 .5 ー4 mmと 小さ いので、 花序がほっ そり と し て見える。 本州（ 岐

阜県・ 愛知県・ 紀伊半島・ 中国地方）・ 四国・ 九州に分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から 生育が報告さ れている。山域の谷間にまれな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
澤江・ 篠原・ 柳浦（ 2 0 0 3 ） 広高谷で見ら れた植物， 島根植物研究会会報3 ： 3 -4
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ニシノ ヤマタ イ ミ ンガサ
キク 科

Para sen ecio  ya ta b e i  ( M atsu m . et Ko id z.)  H .Koyam a  var. o ccid en ta lis ( F. M aek . ex Kitam .)  H .Koyam a

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 冷温帯の夏緑林の林床に生え る 多年草で、 高さ 6 0 ー9 0 cmにな る。

地下に匍匐枝を出し 、 先に新苗を つける。 茎は直立し 、 多細胞の縮毛が

ある。 下部の葉身は円形で、 長さ 1 7 ー2 4 cm 、 幅3 0 ー3 5 cmで、 掌状

に9 ー1 0 中裂し 、 裂片の先端は鋭頭で、 基部は深い心形と なる 、 葉柄

は長さ 1 7 ー1 9 cmと 長く 、 翼はなく 、 基部には小型の耳がある。 中部

の葉は小型になる。 花は7 ー9 月に、 頭花は円錐花序と なり 、 総苞片は

5 枚で小花は5 ー6 個と なる 。 花冠は長さ 8 .5 ー1 0 mmと なる 。 本州（ 岩

手県～岐阜県・ 愛知県・ 紀伊半島・ 隠岐島・ 中国地方）・ 四国（ 徳島県・

高知県） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） から 報告さ れている。 同地域の山域の谷間に群生し てみ

ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマタ イ ミ ンガサ
キク 科

Pa ra sen ecio  ya tab e i  ( M atsu m . et Ko id z.)  H .Koyam a var. ya tabei

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり の良い山地の乾いた草原に生える多年草である。 草丈は茎を

伸ばすと 1 0 ー3 0 cmになる。 根元と 下部の葉は、 長さ 6 ー1 1 cmの長3

角形で、 長い葉柄がある。 葉の裏面には綿毛が密生し 、 白色と なる。 花

期は8 ー1 0 月で、 総苞は紫色を 帯びる か緑色である。 火起こ し の着火

用の火口（ ホク チ） に用いら れるよ う な綿毛が葉の裏に多いこ と が、 名

の由来と さ れる 。 本州（ 長野県・ 愛知県以西） から 九州、 朝鮮半島に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 大田市）、 県西部（ 浜田

市） で確認さ れている。 生育環境は、 山地の稜線沿いなど、 明るい風衝

草原などである。

存続を脅かす原因

　 遷移の進行によ る草原の灌木化、 樹林化、 草原でのササ類の繁茂。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ホク チアザミ
キク 科

Sau ssu rea  g racil is  M axim .

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 隠岐固有の植物であり 、 県内および国内での生育地は隠岐諸島のみと

限ら れている 。

概　 　 要

　 隠岐諸島の人里や路傍、 海岸などに生える多年草である。 草丈は花茎

を 伸ばすと 1 0 ー5 0 cmになる。 ご く 短い茎に根出葉を つけ、 ロ ゼッ ト

を形成する。 葉は、 全縁のも のから 羽状深裂のも のまで多形と なる。 花

期は3 ー5 月で、 茎の先に直径4 ー5 cmの頭花を ひと つつける。 総苞外

片は直立と き にやや開出、 総苞の2 /3 ～3 /4 と 長い。 先端の角状突起は

ないか小さ い。 島根県隠岐諸島に分布し 、 同島の固有である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町、 海士町、 知夫村）

で確認さ れている。 生育環境は、 路傍、 畦畔、 放牧地などの草地など、

明るく 開けた場所には広く みら れる。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 畦畔や放牧地などの灌木化、 樹林化、 外来タ ンポポの

侵入による交雑。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 松原勝志・ 安部祐史・ 齋藤正幸（ 2 0 2 3 ） タ ン ポポ調査・ 西日本2 0 2 0  で確認さ れた島根県のタ ンポポ. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 1 : 3 9 -5 0 .
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種（ 隠岐固有種）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

オキタ ンポポ
キク 科

Taraxacu m  m a ru yam an u m  Kitam .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生育地が限定さ れ、 個体数の減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 砂質海岸に生える 多年草で、 茎は多毛で花期には伸びて5 ー4 0 cmに

なる。 葉は厚く 、 長さ 2 ー5 cm、 幅1 ー3 cm、 小葉や裂片は広く て先は

丸く 、鋸歯がある。 花は6 ー7 月で、複散形花序と なり 多数の花をつく る 。

花弁は白色で、 果実は広楕円形で、 多肉で隆条は太く 、 油点は細く て数

多い。 国内では北海道～琉球に分布し 、 千島列島・ サハリ ン・ アムール・

ウスリ ー・ 朝鮮半島に広く 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐を含めて、 東部から 西部までの砂質海岸に広く 生育する。 食べら

れるこ と が広く 知ら れているので、 葉の採取などはかなり 行われている

のではないだろ う か。 人為的な影響が心配さ れる。

存続を脅かす原因

　 採取、 また植栽についても 人為的な生育と なるこ と 、 地域個体群の遺

伝子的撹乱などが心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハマボウフ ウ
セリ 科

Gleh n ia  l itto ra l is  F.Sch m id t ex M iq .

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。 全

国的にも 分布地は限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ 2 ー3 ｍ、 葉は楕円形から 広楕円形で長さ 1 0 cm、

幅7 ー8 cmで、 対生する 。 花は春に咲き 、 枝先に集散花序を な し て 約

2 0 花の小花がつく 。 蕾は紅色を 帯びて美し い。 花冠は筒状で、 先端は

５ 裂し 、 開花時には外に開き 白色である。 花には強い芳香があっ て特徴

的である。 果実は楕円形、 長さ 約１ cm、 初め赤く 熟れ後に黒く 熟れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 海士町）、 県東部（ 出雲市）

に知ら れている。 県東部での生育地はき わめてまれである 。 生育地の多

く は海岸または海岸に近い岩場である 。 出雲部ではやや内陸の岩場に生

育地がある。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化が心配さ れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 1 ） 隠岐の北限植物. 隠岐の文化財 3 8 : 3 0 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

チョ ウジガマズミ
ガマズミ 科

Vib u rn u m  ca rle si i H em sl. var. ca rle si i

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 落葉低木で、 高さ 2 ー3 mにな り 、 密に分枝する。 若い枝は無毛で、

し ばし ば赤褐色と なる。 葉は広卵形から 披針状卵形で長さ 3 ー6 cm、 幅

1 .5 ー3 .5 cm、 先端は鋭形で、 基部は円形と なる 。 ほぼ全縁と なる。 側

脈3 ー4 対で 斜上し 、 葉柄は1 ー3 mm。 花期は4 ー5 月で、 短い枝の先

に2 個ずつつき 、 無柄、 萼は5 個で、 4 枚は8 ー1 5 mm。 背側の1 個はほ

かよ り 小さ く 、 長さ 2 ー5 mmになる。 花冠上部長さ 3 ー4 mmで黄白色、

下部は細く 筒状で1 0 ー1 5 mm、 上唇は2 裂し 、 5 ー8 mm、 下唇は3 裂し 、

8 ー1 5 m mになる。 痩果は線形で1 0 ー1 5 mmになる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部から 報告さ れている。 同地域のやや山域の林縁などにまれ

な生育が見ら れる 。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

オオツク バネウツギ
スイ カ ズラ 科

Ab e lia  te tra sep a la  ( Ko id z.)  H .H ara  et S.Ku ro s.

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も き わめて少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよい山地に生え、 茎の高さ は１ ｍばかり になるやや大型の

越年草。 葉は頭大羽状に全裂し 、 対生する。 植物体全体に刺状の剛毛が

生える。 花は夏に咲く 。 茎の上部に枝を 多く 分けて、 先に長さ ２ －３

cmの頭状花序に花を つける。 総苞片は線形で反り 返る。 小花の花冠は

長さ ５ －６ mmで先は４ 裂する。 国内では本州～九州に分布し 、 朝鮮半

島・ 中国にも 分布し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の山域から 丘陵域にかけて点々と 生育が報告さ れてい

る。山地の林縁部や川辺り などの草地に生育地がまれに存在する。また、

時に山中での崩土、 崩壊地に群生する のが見ら れるこ と も あるが、 長年

にわたっ て生育地が存続するこ と はまれなよう で、 点々と 生育し やすい

と こ ろ に移り 変わる。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 人為による生育地破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ナベナ
スイ カ ズラ 科

D ip sacu s ja p o n icu s  M iq .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 常緑の蔓性木本植物で、 分枝し て周囲の樹種に絡まり 高く 樹上に伸び

上がる。 葉は多く は長さ ５ －1 0 cm、 幅２ －４ cmばかり 、 楕円形で対

生する。 葉裏は粉白のも のが多い。 通常、 葉は無毛だが、 徒長枝の葉に

は長毛が見ら れる こ と がある。 花は初夏に咲き、 葉腋に長さ ５ cmばか

り の総状花序をつけて、 1 0 花程を つける。 花冠は長さ ３ －４ cmで、 筒

状で中程で２ 裂し 、 上唇は４ 裂し 、 はじ め白色で後に黄色に変色する。

果実は黒く 熟れる。 国内では本州（ 中国地方）・ 四国・ 九州・ 南西諸島

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部から 記録さ れている。 海岸沿いの場に生育地があり 、 東部

での産地は少なく 、 分布の北限と なる 。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 諸開発工事。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

準絶滅危惧（ N T ）

ハマニンド ウ
スイ カ ズラ 科

Lo n icera  a f f in is  Hook. f il. et Arn .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
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準絶滅危惧
（ N T）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

606606



選定理由

　 県内での生育地はまれな状態と なっ ている。 生育地での個体数も 多く

はない。

概　 　 要

　 山地の少し ばかり 湿り 気のある 草地に生え る 多年草で 草丈は4 0 ―

8 0 cm。 茎の下部につく 葉は長い葉柄があっ て２ ―３ 対に羽状の小葉が

あり 、 上部では柄が短く 羽状に全裂し ない。 花は春から 初夏にかけて咲

き 、 茎の上部の集散花序に小花を多数つける。 花冠は径３ mmで淡紅色

である。 北海道から 本州、 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） や県東部の丘陵域で確認さ れているが、 近年、 こ れら の

生育地が消滅し つつあっ て、 かなり まれな状態と なっ ている。 以前、 林

縁路傍などのやや陰湿な地に生育し ていた個体群などは、 現在ほと んど

消滅し てし まっ ている。

（ 安来市広瀬町下山佐、 松江市大野町、 松江市島根町、 松江市八雲町、

松江市玉湯町、 隠岐郡布施村布施、 隠岐郡五箇村南方長尾田、 雲南市加

茂町近松）

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移、 樹林伐開などによ る環境変化。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 1 4 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ II） . 2 0 7 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
井上雅仁（ 編）（ 2 0 2 0 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ III） . 2 0 5 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
三浦憲人・ 森定伸・ 宇田川卓義・ 長谷研次 （ 2 0 1 5 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における 植物相調査（ 2 0 1 3 -2 0 1 4 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (1 8 ):2 1 -3 9 .
三浦憲人 （ 2 0 1 5 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (2 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (1 8 ): 2 7 3 -2 7 6 .
三浦憲人・ 森定伸・ 岡井陽平 （ 2 0 2 2 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における 植物相調査（ 2 0 1 9 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号. (3 1 ):3 9 -6 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

カ ノ コ ソ ウ
スイ カ ズラ 科

Va le ria n a  f au rie i  Briq .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて局地的であり 、 個体数も 少なく 、 離れた分

布を示す。

概　 　 要

　 常緑性のシダで、 地上生で、 匍匐茎は地中または地上を長く 這い、 ま

ばら に分岐する 。 直立茎は斜上または直立し 、 高さ 1 0 －3 0 cmになり 、

扇状に分岐する。 鱗片葉は鮮緑色で、 ４ 列に並び、 先端は棘状。 背葉は

線形で圧着し 、 側葉は広く 、 開出する。 胞子嚢穂は１ －３ cmで円柱形。

３ －1 0 cmの長さ の柄に１ －５ 個つく 。 国内では北海道や本州中部以北

には多いが、 本州西部には少なく 、 滋賀、 兵庫、 鳥取、 島根、 広島、 岡

山などの限ら れた場所に点在し 、 徳島県でも 生育する 。 ただ、 本州西部

での生育は、 海老原（ 2 0 1 6 ） では『 兵庫県・ 岡山県・ 島根県では、 法

面への吹き つけ種子に混じ っ て移入し たと 推定さ れる個体群が、 比較的

低標高で発見さ れている。』 と し ている。 国外では北半球の温帯に広く

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では2 0 0 0 年代に西部と 東部に分布が確認さ れた。 と も に切り 開

かれた道路脇の斜面で少数生育し ていた。 西部の産地には今も 生育し て

いる が、 東部では2 0 1 6 年には見当たら なく なっ ている 。 し かし 、 県内

の産地では吹き つけ植物は見ら れないので、 シダ植物でし ばし ば起こ る

胞子が長距離移動し て離れた場所に生育するよう になっ たと も 考えら れ

る。 今回は情報不足と し ておく 。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

情報不足（ D D ）

アスヒ カ ズラ
ヒ カ ゲノ カ ズラ 科

Lyco p od iu m  com p la n a tu m  L.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 4 ） 益田市に自生する シダ植物(5 ),島根植物研究会会報7 ： 2 -3
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 1 0 ） 植物の分布・ 観察報告(3 9 )アスヒ カ ズラ 　 Ly c o p o d iu m  c om p la n a tu m   L . 島根植物研究会会報1 8 ： 8 -1 2
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